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～ふるさとの魅力とあなたの笑顔が輝く情報誌～
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今月の表紙今月の表紙
３月13日、 田野畑中卒業式。 校長先生か３月13日、 田野畑中卒業式。 校長先生か
ら笑顔で卒業証書を受け取る砂森美咲輝ら笑顔で卒業証書を受け取る砂森美咲輝
（すなもり・みさき）さん（関連記事は50㌻）（すなもり・みさき）さん（関連記事は50㌻）
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主な内容主な内容
特集　3654日～あの日から10年。記憶を未来へ～特集　3654日～あの日から10年。記憶を未来へ～
もうすぐ１年生もうすぐ１年生
令和３年度施政方針令和３年度施政方針
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特
集　

Special F
eature　

～
あ
の
日
か
ら
10
年
。
記
憶
を
未
来
へ
～

　

３
６
５
４
日

令和３年３月11日
東日本大震災から
10年が経過した

私たちの暮らしを一瞬にして
奪い去った大津波
あの日から10年

古里の復興に向かい
村民一丸となって進んできた

その歩みを振り返る
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水
平
線
が
ど
こ
ま
で
も
続
く
青
い
海

今
日
も
海
は
穏
や
か
だ

漁
業　
磯
遊
び　
海
水
浴　
夏
祭
り

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
に
は

い
つ
も
海
が
あ
る

海
は
私
た
ち
に
た
く
さ
ん
の
恵
み
や

笑
顔
を
与
え
て
く
れ
る

け
れ
ど
…

あ
の
日
の
海
は
い
つ
も
と
違
っ
て
い
た

震
災
か
ら
10
年

あ
の
日
か
ら
３
６
５
４
日
が
経
過
し
た

い
ろ
い
ろ
な
思
い
を
抱
え
な
が
ら
過
ご
し
て
き
た

涙
が
止
ま
ら
な
い
日
も
あ
っ
た

後
悔
し
た
日
も
あ
っ
た

人
の
温
か
さ
に
感
謝
し
た
日
も
あ
っ
た

10
年
前
、
海
を
恨
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た

波
の
音
や
磯
の
香
り
は

楽
し
い
こ
と
も
悲
し
い
こ
と
も
思
い
出
さ
せ
る

10
年
は
区
切
り
で
は
な
い

こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
は

海
と
共
に
生
き
て
行
く
―
―



　村に甚大な被害をもたらした東日本大震災から10年を迎え、あらためて犠
牲になられた方々に、謹んで哀悼の意をささげます。
　村は震災直後から、被災された方々の住宅再建と、なりわいの再生を最優先
に復興事業に取り組んできました。
　古里の復興に取り組む過程で、村民が同じ目的に向かって頑張っていこうと
いう意識や、自分たちの地域は自分たち創っていこうという意識が生まれまし
た。村民一丸となり復興そして、復興の先を見据えた村づくりを進めてきたこ
とを強く感じる歳月でもありました。
　震災直後からこれまで、世界中からたくさんの温かい支援をいただきました。
あらためて、心から感謝を申し上げます。
　震災から10年が経過しましたが、大切な家族や友人などを失った方々、思
い出の詰まった財産を失った方々の心の傷は、いまだに癒えることがないと思
います。
　人の心に10年という区切りは無く、この経験をこれからの生活や地域づく
りに、どのような形でつなげていくかを考え、行動していくことが大切だと感
じています。
　今を生きる私たちが、明るく元気に生活し、互いを理解し合い、寄り添い、
支え合いながら村を愛し続けていくことが大切であると思います。
　復興を支援していただいた世界中の方々への
感謝の心を忘れずに、共に未来に向かって歩ん
で行きましょう。

田野畑村長　石原　弘
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平
成
23
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46

分
、
東
日
本
を
中
心
に
、
か
つ

て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
激
し
い
揺
れ

が
襲
っ
た
。

　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９・
０
―
。
宮
城

県
牡
鹿
半
島
の
東
南
東
約
１
３
０
㌔
の

三
陸
沖
の
海
底
を
震
源
と
し
て
発
生
し

た
国
内
最
大
規
模
の
地
震
は
、
後
に
大

津
波
を
引
き
起
こ
し
、
東
北
太
平
洋
側

を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

　

警
視
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

と
、
全
国
で
死
者
１
万
５
８
９
９

人
、
行
方
不
明
者
２
５
２
７
人
。
建
物

被
害
は
、
全
壊
12
万
２
千
戸
、
半
壊

28
万
３
１
１
７
戸
に
及
ん
だ
（
令
和
３

年
３
月
１
日
現
在
）。

本
村
で
は
震
度
４
を
観
測
。
同
時

刻
、
村
災
害
対
策
本
部
を
設
置

し
、
３
分
後
、
大
津
波
警
報
発
令
と
同

時
に
避
難
指
示
を
発
令
。
防
災
行
政
無

線
で
避
難
を
呼
び
掛
け
た
。
村
消
防
団

員
や
消
防
田
野
畑
分
署
員
は
、
沿
岸
部

で
住
民
の
避
難
誘
導
に
当
た
っ
た
。
水

門
や
陸り
っ

閘こ
う

を
閉
鎖
し
、
避
難
を
呼
び
掛

け
な
が
ら
地
区
を
巡
回
し
た
。

　
午
後
３
時
25
分
ご
ろ（
推
定
）、
沿
岸

部
に
襲
来
し
た
最
大
遡
上
高（
津
波
が

陸
上
を
駆
け
上
が
っ
た
と
き
の
最
大
到

達
高
度
）25
・
５
㍍
の
大
津
波
は
、
多

く
の
尊
い
命
と
私
た
ち
の
古
里
を
一
瞬

に
し
て
飲
み
込
み
、
島
越
、
羅
賀
の
両

地
区
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
。

10年の歩み
東日本大震災から10年

私たちの古里はどう変わったのか

History of the 10years

避難所では、最大601人が避難生活を送った 島越地区を襲った津波(写真提供：早野鶴喜さん)
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■東日本大震災の被害概要（令和３年３月１日現在）

人的被害（村民）
死者 行方不明者 負傷者 震災関連死
23人 15人 6人 ３人

建物被害（住家のみ）
全壊 大規模半壊 半壊 一部損壊 計

225戸 22戸 23戸 11戸 281戸

被害額（191億409万円）

主な内容
住家・非住家…49億4964万円
水産・漁港施設…97億6998万円
観光・商工施設…25億1180万円　など

　
避
難
所
と
な
っ
た
ア
ズ
ビ
ィ
ホ
ー
ル

や
ア
ズ
ビ
ィ
楽
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
最

大
６
０
１
人
が
避
難
生
活
を
送
っ
た
。

４
月
８
日
に
は
、
高
校
と
中
学
校
の
両

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
ア
ズ
ビ
ィ
施
設
周
辺
に

仮
設
住
宅
の
建
築
が
始
ま
り
、
６
月
28

日
ま
で
に
１
８
６
戸
が
完
成
。
全
て
の

被
災
者
が
仮
設
住
宅
へ
入
居
し
た
７
月

４
日
に
避
難
所
を
閉
鎖
し
た
。

震
災
で
は
、
村
民
26
人（
震
災
関
連

死
３
人
含
む
）の
尊
い
命
が
失

わ
れ
、
い
ま
だ
に
15
人
の
行
方
が
分

か
っ
て
い
な
い
。
住
家
の
被
害
は
、
全

壊
、
半
壊
な
ど
２
８
１
戸
、
被
害
額
は

約
39
億
１
１
２
７
万
円
。
魚
市
場
や
サ

ケ
ふ
化
場
な
ど
の
水
産
施
設
や
漁
船

４
７
７
隻
、
養
殖
施
設
な
ど
が
被
害
を

受
け
、
被
害
総
額
は
１
９
１
億
円
に
の

ぼ
っ
た
。

村
は
９
月
29
日
に
「
復
興
基
本
計

画
」、
翌
年
３
月
31
日
に
「
復
興

実
施
計
画
」
を
策
定
。
復
興
の
目
指
す

姿
と
し
て
「
心
を
ひ
と
つ
に 

未
来
に

向
け
た
復
興
」
を
掲
げ
、
▼
防
災
の
地

域
づ
く
り
８
分
野
（
避
難
路
や
防
潮
堤

の
施
設
整
備
な
ど
）
▼
生
活
再
建
３
分

野
（
高
台
移
転
団
地
の
造
成
や
災
害
公

営
住
宅
の
整
備
な
ど
）
▼
地
域
振
興
６

分
野
（
水
産
と
観
光
関
連
施
設
の
再
建

な
ど
）
―
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
17

分
野
で
村
民
一
丸
と
な
り
復
興
事
業
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
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島越地
区島越地
区

写真で振り返る10年の歩み

震災から10年が経過した島越地区。被災した魚市場と観光船発着所などを再建

観光船が定期運航を再開（平成26年７月26日） 島越大神宮祭が３年ぶりに復活（平成25年７月28日）

黎明台団地内に災害公営住宅24棟完成（平成26年７月31日） 三陸鉄道島越駅舎が完成（平成26年７月25日）



特集　3654日～あの日から10年。記憶を未来へ～
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島越自治親交会

鈴木 隆昭会
長

Interview

 地域のつながりを保っていきたい
　震災前の島越地区は、夏祭りや盆踊
りなど、カルボナード島越駅を中心に
いろいろな行事が行われていた。ピー
ク時に比べると減ってきてはいたが、
海水浴にもたくさんの人が訪れていた。
　漁師などの漁業従事者が多く、同じ
ような家庭環境のため、互いに助け合
いながら生活していた印象がある。絆
が強い地域柄だった。
　震災後、地区住民の多くは、中学校

仮設団地で生活した。そこでも、みん
なで協力しようとする気持ちが強く、
互いに助け合って生活してきた。
　現在、黎明台団地と沿岸部に分かれ
て生活している。ウニやアワビなどの
船引きで、震災前のように協力してい
る姿を見ると、絆が保たれていると感
じてうれしくなる。つながりを保って
いくためにも、みんなが参加できる行
事などを増やしていきたい。

忘れない―。古里の風景

【震災後】【震災から10年】 【震災前】

SUZUKI TAKAAKI
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羅賀地
区羅賀地
区

写真で振り返る10年の歩み

震災から10年が経過した羅賀地区。命を守る平井賀水門や高さ14.3㍍の防潮堤が完成

ホテル羅賀荘が１年８カ月ぶりに営業再開（平成24年11月21日） ２年ぶりに羅賀みなとまつりを開催（平成24年７月28日）

遠隔操作を備えた平井賀水門が完成（令和３年３月９日） 拓洋台団地内に災害公営住宅20戸完成（平成26年11月26日）
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羅賀自治会

畠山 拓雄会
長

Interview

 地区全体でかつてのにぎわいを取り戻したい
　震災前の羅賀地区は漁業が中心。た
くさんの民宿や飲食店があり、観光客
などでにぎわっていた。震災で多くの
民宿や飲食店が被災した。高い防潮堤
ができて、海が見えなくなった。風景
が変わってしまい、さみしく思う。
　震災とは関係ないと思うが、近年は
サケやアワビの不漁など、漁業者に
とっては大変な年が続いている。その
ような中、羅賀地区で若い漁業者の担

い手が増えたことはうれしい。
　震災から10年が経過し、地区住民
の約半数は拓洋台団地で暮らしている。
海岸部と高台移転地のコミュニティー
の維持がこれからの課題だと思う。
　羅賀地区では、青年部や婦人会、老
人クラブなど、各世代の団体が活発に
活動している。自治会としても活動を
支援しながら羅賀地区全体で、かつて
のにぎわいを取り戻していきたい。

忘れない―。古里の風景

【震災後】【震災から10年】 【震災前】

HATAKEYAMA TAKUO
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震災後。防潮堤が決壊し、サケふ化場や防潮林が流失した 震災前の明戸海岸

震災から10年が経過した明戸海岸。震災遺構やサケふ化場、マレットゴルフ場、キャンプ場が完成

明戸地
区明戸地
区

写真で振り返る10年の歩み

マレットゴルフ場が再開（平成26年6月28日） サケふ化場が完成（平成25年６月14日）
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震災から10年が経過した机浜。復活した机浜番屋群は、体験型観光の拠点施設となっている

震災後の机浜。机沖防波堤が決壊し、机浜番屋群は流失 震災前の机浜

机地
区机地
区

写真で振り返る10年の歩み

机浜海水浴場を開設。村で８年ぶりの海開き（平成30年７月26日） 机浜番屋群を再建（平成26年12月20日）
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２
０
１
１（
平
成
23
）年

３
月
11
日　
東
日
本
大
震
災
発
生

　
　
12
日　
避
難
所
に
６
０
１
人
が
避
難

　
　
29
日　
村
漁
協
組
合
員
な
ど
が
島
越
漁
港
の

が
れ
き
撤
去
作
業
を
開
始

４
月
８
日　
３
カ
所
で
応
急
仮
設
住
宅
１
８
６
棟

の
建
設
が
始
ま
る

５
月
６
日　
岩
泉
高
田
野
畑
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
応

急
仮
設
住
宅
50
戸
完
成
（
５
月
16
日

入
居
開
始
）

　
　
26
日　
田
野
畑
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
応
急
仮
設

住
宅
94
戸
完
成
（
５
月
28
日
入
居
開

始
）

６
月
16
日　
サ
ッ
パ
船
34
隻
が
天
然
ワ
カ
メ
の
共

同
採
取
（
写
真
①
）

　
　
28
日　
ア
ズ
ビ
ィ
施
設
周
辺
に
仮
設
住
宅
42

戸
が
完
成
（
７
月
２
日
入
居
開
始
）

７
月
４
日　
被
災
者
の
応
急
仮
設
住
宅
へ
の
入
居

が
完
了
し
避
難
所
を
閉
鎖

　
　
10
日　
東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
お
別
れ
会
を

開
催
（
写
真
②
）

　
　
29
日　
サ
ッ
パ
船
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
再
開

11
月
20
日　
復
興
祈
念
祭
を
開
催

　
　
26
日　
菅
窪
地
区
と
羅
賀
地
区
に
仮
設
店
舗

が
開
業

12
月
28
日　
島
之
越
漁
港
に
仮
設
魚
市
場
、
市
場

用
事
務
所
な
ど
が
完
成

２
０
１
２（
平
成
24
）年

１
月
28
日　
羅
賀
、
島
越
両
地
区
の
集
団
移
転
候

補
地
が
決
定

３
月
11
日　
東
日
本
大
震
災
一
周
年
追
悼
式

　
　
26
日　
養
殖
ワ
カ
メ
の
採
取
が
始
ま
る
。
島

の
沢
水
門
が
完
成　
　
　
　
　
　
↘

　
　
28
日　
２
年
ぶ
り
に
ワ
カ
メ
の
塩
蔵
加
工
が

始
ま
る

４
月
16
日　
羅
賀
地
区
水
産
物
加
工
施
設
が
完
成

　
　
23
日　
机
地
区
の
共
同
倉
庫
と
加
工
施
設
が

完
成

５
月
30
日　
島
越
地
区
の
共
同
倉
庫
が
完
成

７
月
28
日　
羅
賀
自
治
会
が
２
年
ぶ
り
に
羅
賀
み

な
と
祭
り
を
開
催

11
月
21
日　
ホ
テ
ル
羅
賀
荘
が
１
年
８
カ
月
ぶ
り

に
営
業
再
開

　
　
22
日　
２
年
ぶ
り
に
ア
ワ
ビ
漁
解
禁（
写
真
③
）

２
０
１
３（
平
成
25
）年

３
月
31
日　
観
光
交
流
物
産
施
設
「
し
お
さ
い
交

流
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成

６
月
14
日　
サ
ケ
ふ
化
場
が
完
成

７
月
28
日　
島
越
自
治
親
交
会
が
３
年
ぶ
り
に
島

越
大
神
宮
祭
を
開
催

８
月
６
日　
松
前
沢
団
地
に
災
害
公
営
住
宅
10
棟

が
完
成

10
月
６
日　
復
興
祈
念
祭
を
開
催
（
写
真
④
）

　
　
17
日　
高
台
移
転
団
地
の
名
称
が
、
▼
松
前

沢
団
地
▼
羅
賀
東
団
地
▼
黎
明
台
団

地
▼
拓
洋
台
団
地
―
に
決
ま
る

12
月
16
日　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
が
完
成

　
　
25
日　
羅
賀
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

が
完
成

２
０
１
４（
平
成
26
）年

３
月
２
日　
三
陸
沿
岸
道
路
「
尾
肝
要
道
路
」
が

開
通

　
　
27
日　
羅
賀
東
団
地
に
災
害
公
営
住
宅
７
棟

が
完
成

　
　
29
日　
観
光
船
発
着
施
設
が
完
成

４
月
６
日　
三
陸
鉄
道
が
全
線
運
行
再
開　
　
↖

①天然ワカメの共同採取が始まる

②東日本大震災犠牲者お別れ会を開催

③２年ぶりにアワビ漁が解禁

⑥旧羅賀小学校跡地に漁協事務所が完成
④１日も早い復興を願い復興祈念祭を開催

⑤菅窪地区に村中央防災センターが完成

年表で振り返る　10年の歩み
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６
月
８
日　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
が
再
開

　
　
30
日　
３
年
４
カ
月
ぶ
り
に
村
漁
協
自
営
定

置
網
が
操
業
を
再
開

７
月
21
日　
北
山
崎
断
崖
ク
ル
ー
ズ
観
光
船
の
就

航
式
を
開
催

　
　
25
日　
三
陸
鉄
道
島
越
駅
舎
が
完
成

　
　
26
日　
北
山
崎
断
崖
ク
ル
ー
ズ
観
光
船
が
定

期
運
行
再
開

　
　
31
日　
黎
明
台
団
地
に
災
害
公
営
住
宅
24
棟

が
完
成

８
月
29
日　
羅
賀
地
区
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
完
成

９
月
９
日　
西
和
野
地
区
に
災
害
公
営
住
宅
２
棟

完
成

10
月
５
日　
復
興
祈
念
祭
フ
ァ
イ
ナ
ル
開
催

11
月
26
日　
拓
洋
台
団
地
に
災
害
公
営
住
宅
20
棟

が
完
成

12
月
10
日　
中
央
防
災
セ
ン
タ
ー
完
成
（
写
真
⑤
）

　
　
12
日　
明
戸
キ
ャ
ン
プ
場
復
旧
工
事
が
完
了

　
　
20
日　
机
浜
番
屋
群
復
旧
工
事
が
完
了

２
０
１
５（
平
成
27
）年

３
月
20
日　
黎
明
台
団
地
集
会
所
が
完
成

４
月
23
日　
机
浜
番
屋
群
お
披
露
目
会
を
開
催

　
　
25
日　
明
戸
キ
ャ
ン
プ
場
が
オ
ー
プ
ン

７
月
30
日　
拓
洋
台
団
地
集
会
所
完
成

９
月
30
日　
中
学
校
仮
設
住
宅
の
解
体
工
事
終
了

10
月
15
日　
村
漁
協
の
事
務
所
が
完
成（
写
真
⑥
）

11
月
９
日　
島
越
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

が
完
成

12
月
８
日　
中
央
防
災
セ
ン
タ
ー
脇
に
防
災
備
蓄

倉
庫
が
完
成

２
０
１
６（
平
成
28
）年

６
月
10
日　
村
魚
市
場
が
完
成

　
　
17
日　
仮
設
住
宅
に
入
居
す
る
被
災
者
が
全

員
退
去

６
月
27
日　
平
井
賀
郵
便
局
が
営
業
再
開（
写
真
⑦
）

７
月
25
日　
高
校
仮
設
住
宅
の
解
体
工
事
終
了

12
月
12
日　
震
災
遺
構「
明
戸
海
岸
防
潮
堤
」完
成

２
０
１
７（
平
成
29
）年

３
月
23
日　
ア
ズ
ビ
ィ
仮
設
住
宅
の
解
体
工
事
終

了
（
写
真
⑧
）

４
月
30
日　
島
越
ふ
れ
あ
い
公
園
が
完
成

12
月
15
日　
村
道
海
鳴
台
線
が
開
通

２
０
１
８（
平
成
30
）年

１
月
31
日　
机
漁
港
沖
防
波
堤
の
復
旧
工
事
完
了

４
月
30
日　
羅
賀
ふ
れ
あ
い
公
園
が
完
成

７
月
８
日　
尾
肝
要
北
山
線
、
明
戸
北
山
線
、
北

山
崎
線
の
村
道
３
路
線
が
全
線
開
通

　
　
13
日　
明
戸
浜
園
地
が
開
園

　
　
16
日　
島
之
越
漁
港
記
念
碑
を
再
建

　
　
26
日　
机
浜
に
海
水
浴
場
を
開
設

８
月
25
日　
明
戸
防
潮
林
の
再
生
に
向
け
て
ク
ロ

マ
ツ
を
植
樹
（
写
真
⑨
）

２
０
１
９（
令
和
元
）年

９
月　
　
　
村
漁
協
浜
岩
泉
浦
女
性
部
の
「
鮭
の

中
骨
水
煮
缶
詰
」が
復
活（
写
真
⑩
）

２
０
２
０（
令
和
２
）年

12
月
19
日　
三
陸
沿
岸
道
路
「
田
野
畑
北
Ｉ
Ｃ
―

普
代
」
が
開
通
（
写
真
⑪
）

２
０
２
１（
令
和
３
）年

３
月
９
日　
平
井
賀
水
門
が
完
成

　
　
28
日　
道
の
駅
た
の
は
た
「
思
惟
の
風
」
プ

レ
オ
ー
プ
ン
（
写
真
⑫
）

　
　
29
日　
平
井
賀
防
潮
堤
が
完
成

⑨明戸防潮林の再生に向け、小学生らが植樹
⑪三陸沿岸道路田野畑北IC―普代が開通

⑧アズビィ仮設住宅の解体工事の様子⑫道の駅たのはた「思惟の風」がプレオープン
⑩鮭の中骨水煮缶詰が復活

⑦平井賀郵便局が移転して営業再開

年表で振り返る　10年の歩み
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自
席
で
広
報
紙
を
編
集
し
て
い
る
と
き
に
、

大
き
な
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
。
外
に
飛
び
出
し
、

揺
れ
が
収
ま
る
の
を
待
っ
て
、
先
輩
職
員
と

２
人
で
鵜
の
巣
断
崖
に
向
か
っ
た
。
以
前
地

震
で
崩
れ
た
箇
所
を
確
認
す
る
程
度
の
気
持

ち
だ
っ
た
。
鵜
の
巣
断
崖
か
ら
見
る
海
は
、

い
つ
も
よ
り
水
が
少
な
い
よ
う
に
感
じ
た
。

　
南
側
の
状
況
を
確
認
し
て
い
る
と
き
背
後

か
ら
「
ド
ー
ン
」
と
い
う
、
と
て
つ
も
な
く

大
き
な
音
―
。
振
り
向
く
と
、
真
木
沢
浜
に

津
波
が
押
し
寄
せ
て
い
た
。
慌
て
て
カ
メ
ラ

を
構
え
、
ひ
た
す
ら
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
た
。

無
意
識
だ
っ
た
が
、
き
っ
と
「
撮
ら
な
き
ゃ

い
け
な
い
」
と
感
じ
た
の
だ
と
思
う
。

　
音
と
し
ぶ
き
は
す
ご
か
っ
た
が
、
鵜
の
巣

断
崖
か
ら
は
羅
賀
や
島
越
の
住
宅
地
は
見
え

な
い
。
防
潮
堤
が
あ
る
の
で
き
っ
と
大
丈
夫

だ
と
思
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
中
、
島
越
の
松

島
付
近
の
台
船
が
流
さ
れ
て
行
く
の
が
見
え
、

た
だ
事
で
は
な
い
と
気
付
い
た
。

　

翌
朝
か
ら
被
災
地
の
写
真
を
撮
影
し
た
。

カ
メ
ラ
を
向
け
る
の
は
正
直
嫌
だ
っ
た
し
、

大
き
な
た
め
ら
い
も
あ
っ
た
。
初
め
は
「
仕

事
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
」
と
自
分
に
言
い
聞

か
せ
、
い
や
い
や
撮
影
し
て
い
た
気
が
す
る
。

そ
ん
な
中
、
た
く
さ
ん
の
人
に
「
ち
ゃ
ん
と

撮
っ
て
お
い
で
け
で
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
た
。

そ
の
言
葉
に
背
中
を
押
さ
れ
「
こ
れ
が
自
分

健康福祉課

佐々木 和也主任
主査

SASAKI KAZUYA

YAMANE YOKO
山根 洋子さ

ん

　あの日、私は久慈市にいました。買い
物を終え、店を出ると車から夫が飛び出
してきました。駐車場のアスファルトが
波を打っていて、ただ事ではないと感じ
ました。
　私たちはすぐに車で田野畑村に向かい
ました。車内では何をしゃべったか覚え
ていません。ラジオが付いていたと思い
ますが、何も耳に入ってきませんでした。
　村に到着し羅賀坂を下ると、がれきで
ふさがれていて、そこから前には進めま
せんでした。消防団員だった夫は、がれ
きを乗り越え、救助活動に向かいました。
　羅賀坂から見る、がれきだらけの古里
の光景に言葉も出ませんでした。しかし、
心のどこかで自分の家は大丈夫だろうと
信じていました。救助活動から戻った夫
に「家は波をかぶり、船も倉庫も無くなっ
た」と言われ、ショックを受けました。
　何日かたち、バスに乗って羅賀地区に
向かいました。自宅の周りは、がれきだ
らけで目の前が真っ暗になりました。そ
の時、「洋子～、洋子～」と私を呼ぶ声
がして、振り向くと近所のおばさんが
立っていました。２人で抱き合って、お
いおいと泣きました。
　今までの普段の生活が幸せだったんだ

ということに気付かされました。震災を
経験せずに、普段どおりの生活を送って
いれば気付かなかったと思います。
　仮設住宅での生活は、今でも忘れるこ
とができません。集会所に集まって、食
事やゲーム、カラオケ、忘年会や餅つき、
流しそうめんなどの行事がありました。
楽しい思い出がたくさんあります。仮設
住宅からみんなが出ていくときは、とて
もさみしかったのを覚えています。
　周りから聞こえる「おはよう」「いっ
てらっしゃい」「お帰り」の声に、みん
なで助け合いながら生活していると思え
るようになり、とても救われた気がしま
す。
　現在は、高台移転団地の拓洋台団地に
住宅を再建して生活しています。あの時、
村内外のたくさんの人から支援しても
らったから、今の自分があると思います。
　困っている人の力になれることがあれ
ば協力して、支援してくれた人たちに少
しずつでも恩返ししていけたらいいなと
思っています。
　あの時は正直、海が嫌いになりました。
今は毎日、海を見ながら出勤しています。
海を見ながら車を走らせていると、やっ
ぱり自分は海が好きなんだなと思います。

たくさんの支援があったから今の自分がある―

当
時
、
広
報
担
当
と
し
て

震
災
の
記
録
を
残
し
た

震災２日目の旧羅賀児童館付近

「ちゃんと撮っておいでけで」　その言葉に背中を押された―

（56・羅賀）
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　村議会３月定例会の会期中で議員控え
室に居たときに大きな揺れを感じた。外
に出て揺れが収まるのを待った。
　私は、「絶対に津波が来る」と思い、
羅賀地区に向かい避難を呼び掛けながら、
海岸沿いを通り、机地区の自宅に向かっ
た。スーツから消防団のはんてんに着替
え冬支度をして、机浜に向かう途中の坂
で消防団員と交通規制に当たった。
　第１波は、ゆっくりと波が増えていく
感じだった。消防団員たちと、これぐら
いで済めばいいと話していた時、第２波
が来た。沖で波が立って、覆いかぶさる
ように、防潮堤にぶつかったときの威力
がすごかった。とても青い波だった。
　しばらくしてから机浜に向い、被害状
況と沖出しした船が海上で無事なのを確
認し、災害対策本部のある役場に向かっ
た。被害状況を伝え、翌日の捜索計画を
立て、その日は、当時の団長と副団長の
３人で役場の会議室に泊まった。
　消防団では翌日の朝から島越地区と羅
賀地区の二手に分かれ、行方不明者の捜
索を開始した。私は羅賀地区に向かい、
現場で捜索の指揮を執った。全国から駆
け付けた、警察官や自衛隊員たちととも
に捜索に当たった。大きな余震があって、

何度も何度も中断しながら作業を進めた。
日にちがたつにつれて、捜索範囲を村境
まで広げて手掛かりを探し続けた。午前
７時30分ごろから午後４時ごろまでの
捜索は、おそよ10日間続いた。
　団員たちは誰一人文句を言うことなく、
真剣に捜索を続けてくれた。行方不明者
の家族のために何か一つでも手掛かりを
見つけてあげたいという気持ちがあった
と思う。村の一大事を団員たちが肌で感
じて活動してもらったことを誇りに思う。
　津波では、避難誘導に当たった団員が
犠牲になった。その団員たちは、１人で
も多くの人に声を掛けて、避難させよう
という使命感を持って活動していた。そ
のような中で仲間たちの命が失われたこ
とは非常に悔しい。
　震災後、消防活動の運用が見直され、
津波到達予想時刻の10分前には避難を
完了することになった。３月には平井賀
防潮堤と水門も完成し、防災体制が強化
された。しかし、自然災害を甘くみては
いけない。消防団は住民の安心安全を守
ることが使命だが、まずは自分の命を
守ってほしい。一人一人が自分の命を守
るために行動すること。村民の皆さんも
その行動を心掛けてほしい。

自然災害を甘くみず、一人一人が命を守る行動を―

の
仕
事
だ
」
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
撮
影
中
は
、
砂
の
中
に
埋
も
れ
て
い
る
何

枚
も
の
写
真
を
見
た
。「
思
い
出
が
詰
ま
っ

た
写
真
を
大
切
に
し
て
い
た
」
と
思
う
と
、

涙
を
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
写
真
の
大
切
さ

に
気
付
き
「
ど
ん
な
写
真
で
も
ち
ゃ
ん
と
撮

ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
」
と
大
き
な
気
持
ち
の

変
化
が
あ
っ
た
気
が
す
る
。

　
震
災
前
の
風
景
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
と

思
い
、
震
災
前
後
の
写
真
を
広
報
紙
に
掲
載

し
よ
う
と
考
え
た
。
そ
の
際
、
震
災
前
の
写

真
を
探
す
の
に
と
て
も
苦
労
し
た
。
普
段
の

何
気
な
い
当
た
り
前
の
風
景
を
残
し
て
お
く

こ
と
も
大
切
だ
と
感
じ
た
。

　
写
真
だ
け
で
は
な
く
、
震
災
を
伝
え
て
い

く
こ
と
も
重
要
な
役
目
だ
と
考
え
、
体
験
談

も
掲
載
し
た
。
初
め
は
取
材
に
行
く
勇
気
が

中
々
持
て
な
か
っ
た
が
「
ち
ゃ
ん
と
話
も
聞

い
て
お
い
て
く
れ
」
と
声
を
掛
け
て
く
れ
る

人
が
い
た
。
取
材
は
皆
さ
ん
が
快
く
協
力
し

て
く
れ
た
。
き
っ
と
皆
さ
ん
の
心
に
も
、
震

災
の
こ
と
を
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
。

田野畑村消防団

上村 繁幸団
長

KAMIMURA SHIGEYUKI

それぞれの 3.11

当時、村消防団副団長として
行方不明者の捜索に当たった

鵜の巣断崖から撮影した、沿岸部に押し寄せる津波

捜索活動に当たる消防団員
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震
災
直
後
か
ら
避
難
所
に
は
、
津

波
の
被
害
を
受
け
な
か
っ
た
内

陸
部
の
住
民
か
ら
食
料
や
石
油
ス
ト
ー

ブ
な
ど
が
届
け
ら
れ
、
自
治
会
婦
人
部

や
防
火
ク
ラ
ブ
、
村
商
工
会
青
年
部
な

ど
が
、
持
ち
寄
っ
た
食
材
で
炊
き
出
し

を
行
う
な
ど
、
村
民
一
丸
と
な
っ
て
助

け
合
い
な
が
ら
乗
り
越
え
て
き
た
。

　
そ
し
て
、
全
国
、
世
界
中
か
ら
も
た

く
さ
ん
の
温
か
い
支
援
が
寄
せ
ら
れ
た
。

食
料
や
日
用
品
を
送
っ
て
く
れ
る
人
、

音
楽
で
被
災
者
を
元
気
づ
け
よ
う
と
す

る
人
、
仮
設
住
宅
を
回
っ
て
バ
ラ
を
届

け
心
の
ケ
ア
を
す
る
人
、
遠
く
か
ら
被

災
地
の
復
興
を
祈
る
人
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
が
あ
っ
た
。

高
台
移
転
団
地
の
整
備
や
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
た
防
潮
堤
の
復

旧
工
事
、
被
災
地
区
内
の
社
会
基
盤
整

備
、
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
に
、
全
国
の

自
治
体
な
ど
か
ら
、
土
木
技
師
や
保
健

師
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
応
援
職
員
が
駆

け
付
け
て
く
れ
た
。

　
震
災
直
後
か
ら
令
和
３
年
３
月
末
ま

で
に
、
▼
盛
岡
市
▼
二
戸
市
▼
紫
波
町

▼
埼
玉
県
深
谷
市
▼
青
森
県
藤
崎
町
▼

青
森
県
田
舎
館
村
▼
青
森
県
佐
井
村
▼

北
海
道
新
得
町
▼
岐
阜
県
高
山
市
▼
復

興
庁
▼
岩
手
県
庁
▼
神
奈
川
県
庁
▼
香

川
県
庁
▼
富
士
ソ
フ
ト
㈱
―
か
ら
延
べ

１
３
３
人
が
見
ず
知
ら
ず
の
土
地
で
汗

を
流
し
、
復
興
事
業
を
支
え
て
く
れ
た
。

１

復興支援
Reconstruction Support

忘れてはいけない
世界中から届いた温かい支援
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田野畑自治会婦人部

畠山 和子さ
ん

Interview

　震災当時、田野畑自治会婦人部の部
長でした。震災の翌日、婦人部のみん
なが集まり、「避難してきた人たちの
ために何かしよう。海の人たちが大変
なときは、陸

おか
の人たちが支援しなきゃ」

とおにぎりを作ることにしました。
　災害対策本部からは、消防団や自衛
隊など捜索活動をする人たちのために、
おにぎりを作ってほしいと頼まれまし
た。捜索は朝早かったので、私たちは

午前３時に保健センターに集まり、ろ
うそくと懐中電灯の明かりでおにぎり
を作りました。米や梅干し、サケ、ノ
リなどは各家庭から持ち寄りました。
　アズビィホールでは、内陸の婦人部
などが交代で食事作りを手伝いました。
今考えると大変だったなぁと思います
が、当時は「被災した人はもっと大変
だから」という思いがみんなにあった
んだと思います。

１_ 避難所には震災直後から毎日の
ように、トラックいっぱいの支援物
資が届けられた／２_ チームバラ作
戦は、仮設住宅などを巡回して、被
災者にバラを届けてくれた／３_ ア
ズビィホール前で自衛隊第９音楽隊
が演奏会。避難者を音楽で楽しませ
てくれた／４_ 神戸大や早稲田大の
学生が、航空写真を基に震災前の古
里の風景を模型で再現してくれた／
５_ 机浜番屋群再生プロジェクトに
は、全国からボランティアが駆け付
け、机地区の住民と一緒に汗を流し
てくれた／６_ 村を応援しようと書
かれたメッセージ。島越駅にはボー
ドいっぱいのメッセージが今でも掲
示してある／７_ 青森県藤崎町では、
村の子どもたちを元気づけようと、
田野畑小の児童を祭りに招待してく
れた／８_ 村の復興を支援しようと
全国から応援職員が駆け付けてくれ
た／９_ 埼玉県深谷市から、６千人
の応援メッセージが書き込まれた
100匹の「こいのぼり」が届けられた

２３

４５

６７

９

特集　3654日～あの日から10年。記憶を未来へ～

HATAKEYAMA  KAZUKO
（74・田野畑）

 海の人たちが大変なときは、陸
おか

の人たちが支援しなきゃ

６７

８
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青森県藤崎町

唐牛 重任上下水道課
主任主査

KAROUJI SHIGETO

私
は
、
東
日
本
大
震
災
の
応
援
職

員
と
し
て
平
成
25
年
４
月
~
９

月
、
28
年
10
月
~
翌
29
年
３
月
の
２
回
、

田
野
畑
村
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
派
遣

期
間
中
、
羅
賀
地
区
の
集
落
道
整
備
や

平
井
賀
水
門
の
工
事
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　
震
災
当
日
は
、
藤
崎
町
役
場
の
自
席

で
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
大
き
な
揺

れ
が
し
て
、
し
ば
ら
く
す
る
と
パ
ソ
コ

ン
の
電
源
が
落
ち
、
目
の
前
が
真
っ
暗

に
な
り
ま
し
た
。
藤
崎
町
の
最
大
震
度

は
４
。
停
電
は
丸
１
日
続
き
ま
し
た
。

　
建
設
課
に
い
た
私
は
、
公
用
車
で
町

内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
向
か
い
ま
し
た
。

車
の
中
で
ラ
ジ
オ
か
ら
10
数
㍍
の
津
波

が
来
て
い
る
ら
し
い
と
聞
こ
え
て
き
て
、

ど
う
な
っ
て
し
ま
う
ん
だ
ろ
う
と
思
っ

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

田
野
畑
村
と
藤
崎
町
は
、
23
年
、

24
年
の
８
月
に
田
野
畑
小
の
児

童
を
町
の
祭
り
に
招
待
す
る
な
ど
の
交

流
を
始
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

つ
な
が
り
も
あ
り
、
被
災
し
た
田
野
畑

村
へ
応
援
職
員
を
派
遣
す
る
こ
と
に
な

り
、
24
年
の
12
月
に
私
が
派
遣
さ
れ
る

こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。
生
活
面
や
業

務
で
の
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

人
間
関
係
の
構
築
が
あ
ま
り
得
意
で
は

な
い
の
で
少
し
不
安
で
し
た
。

初
め
て
田
野
畑
村
を
訪
れ
た
の
は
、

25
年
３
月
末
。
業
務
の
引
き
継

ぎ
で
半
日
ほ
ど
滞
在
し
ま
し
た
。

　
そ
の
時
は
、
当
時
の
建
設
第
一
課
長

に
解
説
を
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
村
内

を
回
り
ま
し
た
。
島
越
地
区
で
三
陸
鉄

道
の
線
路
が
切
れ
て
い
る
の
が
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
波
が
こ
ん
な
に
高
い

と
こ
ろ
ま
で
来
た
と
い
う
の
を
現
地
で

ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
着
任
し
て
か
ら
は
、
仕
事
の
こ
と
や

生
活
面
で
も
一
つ
一
つ
聞
く
な
ど
、
皆

さ
ん
と
話
す
こ
と
を
大
切
に
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
丁
寧
に
し
っ
か
り
教
え
て
く
れ

て
、
い
い
人
た
ち
に
恵
ま
れ
た
と
思
い

ま
す
。
同
じ
時
期
に
ほ
か
の
自
治
体
か

ら
の
応
援
職
員
が
い
た
こ
と
も
大
き

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
応
援
職
員
同
士

で
相
談
す
る
こ
と
で
励
み
に
な
り
、
業

務
を
続
け
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
業
務
は
と
て
も
新
鮮
で
、
道
路
の
設

計
を
し
た
と
き
、
高
低
差
に
と
て
も
驚

き
ま
し
た
。
藤
崎
町
は
平
地
で
ほ
と
ん

ど
勾
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
田
野
畑
村
に

来
な
か
っ
た
ら
経
験
で
き
な
い
こ
と
で
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
人
と
話
し
を
し
て
、
新
し
い
仲
間

と
の
つ
な
が
り
が
り
も
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

27
年
４
月
に
は
、
田
野
畑
村
と
藤
崎

町
で
友
好
都
市
関
係
が
結
ば
れ
、
災
害

派
遣
が
両
町
村
の
友
好
の
一
助
に
な
っ

た
こ
と
は
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
10
月
に
は
、
令
和
元
年

台
風
19
号
災
害
の
応
援
職
員
と

し
て
、
田
野
畑
村
を
訪
れ
ま
し
た
。
平

井
賀
水
門
や
防
潮
堤
な
ど
、
自
分
の
関

わ
っ
た
工
事
が
図
面
ど
お
り
に
完
成
し

て
い
て
、
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

　
震
災
か
ら
10
年
を
迎
え
、
復
興
事
業

は
ほ
ぼ
完
了
と
聞
い
て
い
ま
す
。
東
日

本
大
震
災
、
台
風
19
号
と
災
害
が
続
い

て
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
し
た
ら
、
田
野
畑

村
と
藤
崎
町
の
交
流
を
さ
ら
に
深
め
て

い
け
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　東日本大震災から10年を迎え、３
月末で復旧・復興事業をおおむね完了
することができた。事業を進めるに当
たり、全国の自治体などから、たくさ
んの職員を派遣していただき、高台移
転団地の整備や防潮堤工事などに尽力
していただいた。心から感謝している。
　震災当時、地域整備課には、課長の
ほか、土木技術職３人、事務職２人の

職員がいた。震災後は、漁港などの復
旧事業や災害公営住宅の整備など、震
災前では考えられない業務量になった。
　応援職員の皆さんがいなければ、復
旧・復興事業を順調に進めることがで
きなかった。
　村の皆さんも復旧・復興事業に、た
くさんの人が関わってくれたというこ
とを忘れないでほしい。

全国からの応援で復旧・復興事業を進めることができた―

地域整備課

佐々木 卓
たく

男
お

課
長 182021・４　広報 田野畑
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震
災
後
、
私
は
東
京
の
病
院
で
災

害
派
遣
医
療
チ
ー
ム「D

M
A

T

」

隊
員
の
心
の
ケ
ア
に
当
た
り
ま
し
た
。

実
際
に
被
災
地
で
支
援
に
当
た
っ
た
隊

員
の
話
を
聞
く
う
ち
に
、
居
て
も
立
っ

て
も
い
ら
れ
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
母
校
明
星
大
の
教
授
だ
っ
た
黒
岩

誠
先
生
に
声
を
掛
け
ら
れ
、
被
災
地
支

援
の
た
め
に
、
一
緒
に
田
野
畑
村
へ
行

こ
う
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
村
を
訪
れ
た
の
は
、
平
成

23
年
５
月
で
し
た
。
そ
こ
に
は

灰
色
の
空
間
が
広
が
っ
て
い
て
、
す
べ

て
を
持
ち
去
っ
た
津
波
に
、
自
然
の
恐

ろ
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
同
時
に
、
内

陸
部
に
は
、
今
ま
で
の
村
の
風
景
が
あ

り
、
坂
を
下
る
と
急
に
被
災
地
に
な
る

と
い
う
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
、
と
て
も
戸

惑
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
時
は
、
村
内
を
回
り
、
た
く
さ

ん
話
を
聞
き
、
た
く
さ
ん
写
真
を
撮
り
、

ど
の
よ
う
な
お
手
伝
い
が
で
き
る
か
を

ひ
た
す
ら
考
え
ま
し
た
。

私
た
ち
は
８
月
か
ら
活
動
を
始
め

ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
を
入
れ
替

え
な
が
ら
１
カ
月
間
、
寒
立
荘
に
滞
在

し
、
毎
週
、
仮
設
住
宅
を
訪
問
し
て
バ

ラ
を
一
輪
配
り
ま
し
た
。
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
は
、
ま
ず
会
っ
て
、
ほ
ん
の

少
し
話
を
聴
か
せ
て
も
ら
う
こ
と
で
し

た
。
こ
れ
が
、「
チ
ー
ム
バ
ラ
作
戦
」

の
由
来
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
10
年
間
、
村
の
皆
さ
ん
に

心
の
健
康
を
保
つ
方
法
な
ど
を
お
伝
え

し
て
き
ま
し
た
。
別
れ
際
に
ニ
ッ
コ
リ

笑
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、「
ま
た
来
て

ほ
し
い
」
と
言
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、

温
か
い
気
持
ち
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ

た
気
が
し
ま
す
。

活
動
を
続
け
ら
れ
た
の
は
、
村
で

過
ご
す
時
間
が
、
と
て
も
大
切

な
も
の
だ
と
思
え
る
か
ら
で
す
。
皆
さ

ん
を
忘
れ
る
こ
と
が
な
い
か
ら
で
す
。

１
年
終
え
る
と
、
す
ぐ
翌
年
の
こ
と
を

考
え
ま
す
。
皆
さ
ん
に
嫌
わ
れ
な
い
限

り
、
私
た
ち
は
村
に
行
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

あ
の
日
か
ら
10
年
が
経
ち
、「
も

う
復
興
支
援
と
言
え
な
い
か

な
」
と
い
う
話
を
時
々
聞
き
ま
す
。
皆

さ
ん
は
、
ど
う
思
い
ま
す
か
？

　
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
辛
い
思
い
出
や
苦
し
い
思
い
が

消
え
な
い
う
ち
は
支
援
を
受
け
て
良
い

と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
チ
ー
ム
バ
ラ
作

戦
は
、
震
災
と
共
に
生
ま
れ
、
村
で
活

動
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
村
が

よ
り
心
地
よ
い
場
所
に
な
る
よ
う
な
お

手
伝
い
も
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

NPO法人 チームバラ作戦

中村 有理事長
NAKAMURA YU

　大学生のとき、早稲田大学思惟
の森の会の会員として、田野畑村
で活動した。東日本大震災が発生
し、それまで40年間、訪れるこ
とがなかった田野畑村がとても心
配になった。
　行けば何かできそうだと思い、
20人ほどの若者を誘って、村へ
向かった。私にとって田野畑村は、
初めて意識した古里である。村に
駆け付けた若者たちにとっても第
2 の古里になったに違いない。

NPO法人チームバラ作戦

黒岩 誠
まこと

副理事長

　仮設住宅に入居して間もなく、大学
生がバラを一輪届けてくれました。そ
こには黒岩先生の手紙が添えられてい
ました。食べ物でも着る物でもなく、
なぜ花なのだろうかと思いました。
　花は時間がたつと元気がなくなり、
水切りして水につけるとまた元気にな
ります。何度も何度も立ち上げる花を
見ていると、元気をもらい自分も頑張

らなきゃと思うようになりました。
　それから毎週、バラが届くようにな
り、私は先生に会いに寒立荘に行きま
した。先生は炉端にあぐらをかいて
座っていて、私の話を黙って聞いてい
ました。話し終えると先生は「ゆっく
り、ゆっくり乗り越えていきましょう」
と言葉を掛けてくれました。少し気持
ちが楽になった気がしました。

バラの生命力と黒岩先生の言葉に元気をもらった―

Support

工
藤
房ふ

さ
子こ

さ
ん
（
79
）
＝
島
越
＝
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震
災
か
ら
４
カ
月
が
経
過
し
た
８

月
10
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
体
験
村・

た
の
は
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
楠
田
拓た
く
郎ろ
う

理
事
長
）
で
は
、
大
津
波
語
り
部
を
始

め
た
。
語
り
部
と
い
う
形
で
被
災
地
を

ガ
イ
ド
す
る
の
は
、
県
内
で
は
初
の
試

み
だ
っ
た
。

　
「
被
災
者
の
心
情
を
考
え
る
と
批
判

へ
の
不
安
は
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
今
後
、

津
波
で
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
た
め
に
、

震
災
を
経
験
し
た
私
た
ち
が
伝
え
て
い

か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
た
」
と

楠
田
理
事
長
は
当
時
を
振
り
返
る
。

　
反
響
は
大
き
く
、
９
月
に
は
大
型
バ

ス
が
何
台
も
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

初
年
度
は
３
０
７
１
人
、
翌
年
度
は

５
６
９
９
人
が
村
を
訪
れ
、
令
和
3
年

３
月
1
日
ま
で
に
約
２
万
３
千
人
が
語

り
部
か
ら
震
災
の
教
訓
を
学
ん
だ
。

大
津
波
語
り
部
は
、
実
際
に
津
波

を
体
験
し
た
村
民
が
ガ
イ
ド
に

な
り
、
島
越
地
区
や
羅
賀
地
区
、
震
災

遺
構
「
明
戸
海
岸
防
潮
堤
」
な
ど
の
被

災
地
を
歩
き
な
が
ら
、
震
災
前
後
の
写

真
を
使
っ
て
解
説
。
津
波
の
恐
ろ
し
さ

や
復
興
支
援
の
あ
り
が
た
さ
、
絆
の
大

切
さ
な
ど
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

後
世
に
伝
え
て
い
る
。

　
楠
田
理
事
長
は
「
平
和
学
習
で
沖
縄

や
広
島
へ
行
く
よ
う
に
、
防
災
学
習
で

震
災
の
被
災
地
へ
行
く
こ
と
が
定
着
す

れ
ば
い
い
」
と
力
を
込
め
た
。

大津波語り部

下坂 弘次さ
ん

SHIMOSAKA HIROTSUGU

記憶を未来へ
Memories for the Future

震災の教訓を未来へ伝えるために
立ち上がった人たちがいた

　東日本大震災から３カ月ほど
たったころ、体験村・たのはたの
楠田拓郎事務局長（当時）が家を訪
ねてきた。「首都圏から来る人に、
震災の体験を話してくれないか」
ということだった。津波で家族を
失った人や仮設住宅で暮らしてる
人たちがいる中で、震災のことを
話していいものかと悩んだ。
　今回の震災では、私も含めて津
波を甘く見ていた人が多かったと
思う。津波の恐ろしさを目の当た
りにし、一歩でも半歩でも高い所
へすぐ逃げることが大切だと感じ
た。犠牲者を出さないために、伝
えていくことが津波を体験した私
の使命だと思って語り部を始めた。
　特に子どもたちには、高台や内

陸に住んでいるから、自分には関
係ないと思わずに聞いてほしい。
やがて社会人になり、仕事や旅行
で海の近くにいる時に、地震が起
こるかもしれない。その時、自分
だったらどう行動するかを考えな
がら聞いてほしいと思う。
　避難所の様子も伝えている。避
難所では、地区を越えてみんなで
助け合ってきた。内陸部の人たち
が避難所に集まり、温かい食事を
作ってくれた。３日ほどしてから
自主活動班ができて、役割分担を
して避難所の清掃などを行った。
支援物資が届くと全員で協力して
物資を運搬した。大変な時はみん
なで協力して乗り越えていかなけ
ればいけないと思うから。

海の近くにいるとき
どう行動するか考えてほしい

（79・羅賀）
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　語り部を始めたのは平成26年
６月ごろだったと思います。体験
村・たのはたのスタッフからお願
いされました。最初は断っていま
したが、時間がたつにつれてやっ
てみようと思うようになりました。
　残された私たちが、震災の体験
を後世に伝えていかなくてはいけ
ないという気持ちがどこかにあっ
たのかなと思います。
　語り部では、自分が実際に見
て、感じたことをそのまま伝える
ことを心掛けています。参加者の
ほとんどは防災に関心を持ってい
て、震災の教訓を学ぶために来ま
す。真剣に話しを聞いて、自分の
ことのように考えてくれる人たち
を見るととてもうれしくなります。

　皆さんに１番伝えたいことは、
命は自分で守らなきゃいけないと
いうことです。残された人には「あ
の時、こうしておけば良かったん
じゃないか」などという後悔が必
ず残ります。大切な人に後悔をさ
せてはいけないと思います。
　家族や友人など周りの人たちの
ためにも、しっかり自分の命は自
分で守ってほしいと思います。
　震災時は、すぐ帰れると思い、
ラジオだけ持って避難場所に向か
いました。服も何も無い状態から、
全国からのたくさんの温かい支援
を受けて、今まで進んでくること
ができました。語り部を通じて支
援への感謝も伝えていきたいと思
います。

残された人を後悔させないために
自分の命を守ってほしい

震災の教訓を未来へ

津波で決壊した防潮堤の一部を震災当時
のまま保存。津波の破壊力や恐ろしさを
伝えている

羅賀自治会が建立した慰霊碑には、「津
波を甘くみないで より早く、より高い所
へ逃げる事」という教訓が刻まれている

公園内には島越自治親交会が慰霊碑を建
立。津波に耐えた宮沢賢治の詩碑や旧駅
舎の階段が被災当時のまま残されている

震災遺構「明戸海岸防潮堤」 羅賀ふれあい公園 島越ふれあい公園

大津波語り部

小野寺 しげ子さ
ん

ONODERA SHIGEKO
（69・和野）
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海と生きる
Live with the Sea

それでも私たちは海と生きていく
生まれ育った古里の海が好きだから

村
漁
協（
中
村
芳よ
し

正ま
さ

組
合
長
）の
自

営
定
置
網
で
乗
組
員
を
ま
と
め

る
大だ
い

謀ぼ
う

の
佐
藤
広ひ
ろ

為た
め

さ
ん（
44
）＝
机
＝
。

長
男
の
欣こ
う
紀き

さ
ん（
22
）、
次
男
の
聖せ
い
星や

さ
ん（
20
）を
含
め
た
乗
組
員
13
人
と
定

置
網
漁
に
励
ん
で
い
る
。

　
広
為
さ
ん
は
震
災
当
時
、
沖
の
船
上

で
父
の
善ぜ
ん

三ざ
ぶ

郎ろ
う

さ
ん
と
刺
し
網
漁
の
準

備
を
し
て
い
た
。
そ
の
時
に
地
震
が
発

生
し
た
。
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「
海
の
上
で
揺
れ
は
感
じ
な
か
っ
た

が
、
崖
が
崩
れ
て
た
だ
事
で
は
な
い
と

思
っ
た
。
す
ぐ
に
帰
港
し
て
船
を
つ
な

い
で
高
台
に
向
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　
広
為
さ
ん
の
自
宅
は
、
机
浜
の
す
ぐ

そ
ば
で
、
両
親
が
食
堂
と
民
宿
を
営
ん

で
い
た
。
そ
の
自
宅
は
津
波
で
流
失
。

漁
船
や
漁
具
も
全
て
失
っ
た
。

　
「
震
災
で
は
多
く
の
物
を
失
っ
た
。

で
も
家
族
に
犠
牲
者
が
出
な
か
っ
た
の

が
不
幸
中
の
幸
い
だ
っ
た
」
と
話
す
。

聖
星
さ
ん
は
震
災
当
時
、
田
野
畑

小
４
年
生
。
一
度
村
外
に
就
職

し
た
が
、
お
と
と
し
村
に
戻
り
、
漁
業

に
従
事
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　
「
釣
り
を
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
、
生

活
の
中
に
海
が
あ
っ
た
。
小
さ
い
頃
か

ら
父
の
背
中
を
見
て
い
て
、
漁
師
は

か
っ
こ
い
い
と
思
っ
て
い
た
。
実
際
は

大
変
で
最
初
は
怒
ら
れ
て
ば
か
り
い
た
。

け
れ
ど
辞
め
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
は
一

度
も
な
い
。
今
は
で
き
る
こ
と
も
増
え

て
き
た
。
自
分
の
船
を
持
っ
て
一
人
前

の
漁
師
に
な
り
た
い
」
と
力
を
込
め
る
。

現
在
、
サ
ケ
や
ア
ワ
ビ
の
記
録
的

な
不
漁
な
ど
、
漁
業
者
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
い
。

　
そ
れ
で
も
広
為
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら

も
海
と
共
に
生
き
て
い
き
た
い
。
つ
ら

い
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
海

が
好
き
だ
か
ら
」
と
真
っ
す
ぐ
に
前
を

向
く
。

㊧佐藤 広為さん

㊨佐藤 聖星さん
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東
日
本
大
震
災
か
ら
６
日
、
沿
岸

部
で
消
防
団
ら
に
よ
る
捜
索
活

動
が
続
け
ら
れ
て
い
た
３
月
17
日
、
県

立
久
慈
病
院
で
新
た
な
命
が
誕
生
し
た
。

佐
々
木
大だ
い
さ
ん（
44
）＝
和
野
＝
、
文ふ
み
加か

さ
ん（
41
）の
長
男
、
興こ
う
陽よ
う
君
。

　
「
復
興
に
向
け
て
動
き
出
し
た
田
野

畑
村
。
そ
ん
な
村
に
昇
る
太
陽
の
よ
う

に
、
そ
し
て
み
ん
な
を
照
ら
す
陽
光
の

よ
う
な
温
か
い
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
願
い
名
付
け
ら
れ
た
男
の
子
は
、
も

う
10
歳
に
な
る
。

島
越
地
区
出
身
の
大
さ
ん
と
文
加

さ
ん
は
、
結
婚
後
も
同
地
区
で

生
活
し
て
き
た
。
津
波
で
自
宅
は
流
出
。

現
在
は
、
和
野
地
区
に
自
宅
を
再
建

し
、
長
女
の
美み

野の

里り

さ
ん（
宮
古
高
１

年
）、
次
女
の
優ゆ

花か

里り

さ
ん（
田
野
畑
中

１
年
）、
長
男
の
興
陽
君
（
田
野
畑
小

４
年
）、
母
の
紀の
り

子こ

さ
ん（
77
）と
家
族

6
人
で
幸
せ
な
暮
ら
し
を
送
っ
て
い
る
。

　
震
災
当
時
産
休
中
だ
っ
た
文
加
さ
ん

は
、
美
野
里
さ
ん
の
迎
え
と
16
日
に
控

え
た
卒
園
式
の
記
念
品
製
作
の
た
め
、

他
の
保
護
者
た
ち
と
島
越
児
童
館
に
い

た
。
大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
た
め
、

美
野
里
さ
ん
と
優
花
里
さ
ん
を
車
に
乗

せ
て
内
陸
部
に
避
難
し
た
。

　
避
難
所
の
ア
ズ
ビ
ィ
ホ
ー
ル
で
大
さ

ん
と
再
会
し
、
夜
中
に
山
道
を
通
っ
て
、

久
慈
市
に
あ
る
文
加
さ
ん
の
姉
の
家
に

向
か
っ
た
。
大
さ
ん
は
そ
の
日
の
う
ち

島越地区の白池海岸で笑顔を見せる佐々木大さん一家
左から、文加さん、美野里さん、興陽君、優花里さん、大さん
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に
村
に
戻
り
、
翌
日
か
ら
消
防
団
員
と

し
て
行
方
不
明
者
の
捜
索
に
あ
た
っ
た
。

大
さ
ん
が
興
陽
君
の
誕
生
を
知
っ

た
の
は
出
産
翌
日
の
18
日
。
ラ

ジ
オ
を
聞
い
た
友
人
か
ら
伝
え
ら
れ
た
。

　
「
う
れ
し
か
っ
た
。
明
日
の
生
活
も

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
中
で
、

希
望
の
光
が
見
え
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

19
日
に
久
慈
病
院
に
会
い
に
行
き
、
帰

り
の
車
で
は
名
前
ば
か
り
考
え
て
い

た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

　
文
加
さ
ん
は
「
今
ま
で
前
を
向
い
て

進
ん
で
来
ら
れ
た
の
は
、
子
ど
も
の
存

在
が
大
き
か
っ
た
。
た
く
さ
ん
の
人
に

も
支
え
ら
れ
た
。
避
難
所
で
も
仮
設
住

宅
で
も
子
ど
も
た
ち
を
周
り
の
人
が
見

守
っ
て
く
れ
た
。
支
援
物
資
に
添
え
ら

れ
て
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
今
で
も
大
切

に
取
っ
て
あ
る
。
た
く
さ
ん
の
人
に
支

え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に

も
教
え
て
い
き
た
い
」
と
力
を
込
め
た
。

現
在
、
興
陽
君
は
ス
ポ
少
軟
式
野

球
に
所
属
し
、
勉
強
や
ス
ポ
ー

ツ
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
る
。
担

任
の
根
木
地
瑠る

美み

先
生
は
「
い
つ
も
明

る
く
て
、
み
ん
な
を
笑
わ
せ
て
く
れ
る

人
気
者
。
盛
り
上
が
っ
て
い
る
中
心
に

は
い
つ
も
興
陽
君
が
い
る
。
教
室
を
明

る
く
し
て
く
れ
て
い
る
」
と
言
い
切
る
。

　

あ
の
日
生
ま
れ
た
新
た
な
命
は
、

佐
々
木
大
さ
ん
一
家
そ
し
て
、
周
り
の

人
た
ち
を
温
か
く
照
ら
し
続
け
て
い
る
。

佐々木興陽君の誕生を伝えた、本紙平成23年５月１日号。
興陽君を笑顔で見つめる、お姉ちゃんの優花里さん（当
時：３歳）㊧と美野里さん（当時：田野畑小１年）
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震災の記憶と共に　私たちは前に進んで行く

工
藤
修お
さ
むさ
ん（
67
）は
「
ど
れ
く

ら
い
の
人
が
集
ま
っ
て
く
れ
る

か
不
安
だ
っ
た
。
た
く
さ
ん
の

人
が
集
ま
っ
て
く
れ
て
あ
り
が

た
い
。
震
災
か
ら
10
年
た
っ
た

今
で
も
地
区
の
つ
な
が
り
が
強

い
こ
と
を
再
確
認
で
き
た
」
と

感
慨
深
げ
に
話
し
た
。

　
翌
12
日
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
11
年
目
の
始
ま
り
と
な
っ
た

日
、
私
は
、
再
び
島
越
地
区
を

訪
れ
た
。
島
越
駅
の
駅
長
、
早

野
く
み
子
さ
ん（
65
）＝
西
和
野

＝
と
地
区
内
を
歩
い
た
。
震
災

前
の
記
憶
を
頼
り
に
、
思
い
出

話
を
し
な
が
ら
歩
み
を
進
め
た
。

　
沿
岸
部
で
は
、
復
興
事
業
で

新
し
い
建
設
物
や
道
路
が
整
備

さ
れ
、
初
め
て
訪
れ
る
人
に
は
、

こ
こ
で
あ
の
大
災
害
が
あ
っ
た

こ
と
を
感
じ
さ
せ
な
い
。

　
「
こ
こ
に
自
宅
が
あ
っ
て
、

こ
の
場
所
が
郵
便
局
、
○
○
さ

ん
の
家
は
こ
こ
に
あ
っ
た
」
と

話
し
な
が
ら
歩
く
早
野
さ
ん
は

少
し
う
れ
し
そ
う
に
も
見
え
た
。

　
海
の
方
向
に
向
か
っ
て
歩
き
、

震
災
前
、
私
の
実
家
が
あ
っ
た

場
所
に
立
ち
、
周
囲
を
見
渡
わ

あ
の
日
か
ら
10
年
―
。　

　
３
月
11
日
、
村
は
東
日
本
大

震
災
追
悼
式
を
ア
ズ
ビ
ィ
ホ
ー

ル
で
開
催
し
た
。
昨
年
か
ら
感

染
拡
大
が
止
ま
ら
ず
、
い
ま
だ

終
息
の
見
通
し
す
ら
見
え
な
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
式

典
は
行
わ
ず
、
来
場
者
が
祭
壇

に
自
由
に
献
花
す
る
形
式
で

行
っ
た
。
会
場
に
は
、
１
７
５

人
が
訪
れ
、
犠
牲
者
の
安
ら
か

な
眠
り
を
祈
っ
た
。

　
地
震
発
生
時
刻
の
午
後
２
時

46
分
に
は
、
震
災
犠
牲
者
を
追

悼
す
る
防
災
行
政
無
線
の
サ
イ

レ
ン
が
村
内
に
鳴
り
響
い
た
。

村
内
各
地
で
は
、
犠
牲
者
に
黙

と
う
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
。

　
同
時
刻
、
私
は
島
越
ふ
れ
あ

い
公
園
に
い
た
。
そ
こ
で
は
島

越
自
治
親
交
会
（
鈴
木
隆た
か

昭あ
き

会

長
）
が
、
島
越
地
区
東
日
本
大

震
災
追
悼
式
を
開
催
し
て
い
た
。

地
域
住
民
や
同
地
区
の
出
身
者

な
ど
、
村
内
外
か
ら
お
よ
そ

１
０
０
人
が
集
ま
り
、
黙
と
う

や
献
花
で
犠
牲
者
を
追
悼
し
た
。

　
島
越
自
治
親
交
会
事
務
局
の
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震災の記憶と共に　私たちは前に進んで行く

　
復
興
支
援
で
生
ま
れ
た
新
し

い
絆
も
あ
っ
た
。
村
の
た
め
に

何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と

世
界
中
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
温
か

い
支
援
の
絆
。

　
私
た
ち
は
こ
の
10
年
を
決
し

て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
そ
し

て
、
未
来
へ
伝
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
古
里
の
記
憶

や
震
災
か
ら
前
を
向
い
て
歩
ん

で
き
た
記
憶
、
そ
し
て
、
世
界

中
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
温
か
い
支

援
の
記
憶
。

　
東
日
本
大
震
災
と
い
う
大
災

害
か
ら
10
年
が
経
過
し
た
今
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

と
い
う
新
た
な
困
難
が
私
た
ち

の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
。

　
困
難
の
と
き
こ
そ
思
い
出
し

て
ほ
し
い
。
互
い
に
思
い
や
り

の
心
を
持
ち
、
助
け
合
い
、
支

え
合
い
、
協
力
し
て
歩
ん
で
き

た
こ
の
10
年
間
を
。

　
私
た
ち
な
ら
ど
ん
な
困
難
も

乗
り
越
え
ら
れ
る
と
信
じ
て
前

に
進
ん
で
行
こ
う
。

　
古
里
そ
し
て
震
災
の
記
憶
と

共
に
―
―
。

特
集　
終
わ
り

た
す
と
、
そ
び
え
立
つ
防
潮
堤

に
囲
ま
れ
、
そ
こ
か
ら
も
う
海

は
見
え
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
こ
に
立
つ
と
、

子
ど
も
の
頃
、
こ
の
場
所
で
過

ご
し
た
記
憶
が
よ
み
が
え
る
。

懐
か
し
い
町
並
み
、
小
学
校
に

通
っ
た
通
学
路
、
近
所
の
お
じ

さ
ん
や
お
ば
さ
ん
の
笑
顔
、
た

く
さ
ん
の
人
が
集
ま
っ
た
夏
祭

り
や
盆
踊
り
、
そ
し
て
一
日
中

遊
ん
だ
海
水
浴
―
。

　
震
災
前
の
記
憶
は
確
実
に
そ

こ
に
残
っ
て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
は
多
く
の
も

の
を
奪
い
去
っ
た
。
し
か
し
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
大
切

な
思
い
出
は
奪
う
こ
と
が
で
き

な
い
。
震
災
後
「
絆
」
と
い
う

文
字
を
よ
く
目
に
し
た
。
大
変

な
時
こ
そ
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
や
助
け
合
い
の
心
が
大
切

だ
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。

10
年
間
に
は
、
た
く
さ
ん
の

絆
が
あ
っ
た
。
地
区
住
民
同
士

の
絆
、
避
難
所
で
の
地
区
を
超

え
た
助
け
合
い
や
内
陸
部
の
人

た
ち
の
支
援
な
ど
、
村
に
生
き

る
私
た
ち
の
絆
が
あ
っ
た
。
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田野畑小学校への入学を心待ちにしている新１年生16人。
そんなみんなに、将来の夢を書いてもらいました。

「おおきくなったらなにになりたい？」「おおきくなったらなにになりたい？」
もうすぐ１年生♪もうすぐ１年生♪

畠
山
畠
山 

桜桜さ
く
さ
く

也也やや
く
ん
（
羅
賀
）

く
ん
（
羅
賀
）
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三
浦
三
浦 

陽陽ひひ

弥弥びび

斗斗とと
く
ん
（
羅
賀
）

く
ん
（
羅
賀
）

奥
地
奥
地 

陽陽ひひ

茉茉まま

里里りり
ち
ゃ
ん
（
尾
肝
要
）

ち
ゃ
ん
（
尾
肝
要
）

深
渡
深
渡 

志志しし

帆帆ほほ
ち
ゃ
ん
（
羅
賀
）

ち
ゃ
ん
（
羅
賀
）

佐
藤
佐
藤 

ひ
な
た

ひ
な
た
ち
ゃ
ん
（
田
野
畑
）

ち
ゃ
ん
（
田
野
畑
）

砂
森
砂
森 

遥遥は
る
は
る
斗斗とと
く
ん
（
羅
賀
）

く
ん
（
羅
賀
）

佐
藤
佐
藤 

凛凛り
ん
り
ん

ち
ゃ
ん
（
羅
賀
）

ち
ゃ
ん
（
羅
賀
）
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下
田
下
田 

結結ゆ
い
ゆ
い

梨梨りり
ち
ゃ
ん
（
西
和
野
）

ち
ゃ
ん
（
西
和
野
）

小
野
小
野 

隼隼し
ゅ
ん

し
ゅ
ん太太たた

郎郎ろ
う
ろ
う

く
ん
（
菅
窪
）

く
ん
（
菅
窪
）

野
崎
野
崎 

莉莉り
の
あ

り
の
あ愛愛

ち
ゃ
ん
（
西
和
野
）

ち
ゃ
ん
（
西
和
野
）

高
橋
高
橋 

和和か
ず
か
ず

希希きき
く
ん
（
田
野
畑
）

く
ん
（
田
野
畑
）

熊
谷
熊
谷 

一一い
っ
い
っ

真真し
ん
し
ん

く
ん
（
尾
肝
要
）

く
ん
（
尾
肝
要
）

阿
部
阿
部 

こ
は
る

こ
は
る
ち
ゃ
ん
（
羅
賀
）

ち
ゃ
ん
（
羅
賀
）

小
長
根

小
長
根 

健健け
ん
け
ん

太太たた
く
ん
（
机
）

く
ん
（
机
）

北
川
北
川 

楓楓ふ
う
ふ
う

花花かか
ち
ゃ
ん
（
菅
窪
）

ち
ゃ
ん
（
菅
窪
）

吉
田
吉
田 

健健け
ん
け
ん
太太たた
く
ん
（
大
芦
）

く
ん
（
大
芦
）



１
は
じ
め
に

降
り
積
も
る
深
雪
に
耐
え
て
色
変
え
ぬ

松
ぞ
雄ゆ

ゆ々

し
き
人
も
か
く
あ
れ

　
こ
れ
は
、
昭
和
天
皇
が
昭
和
21
年
の

歌
会
始
で
詠
ま
れ
た
歌
で
す
。「
降
り

積
も
る
深
雪
」
に
は
、
当
時
の
社
会
情

勢
が
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
戦
後
の
日
本
に
お
い
て
、
打
ち
ひ
し

が
れ
た
国
民
に
、
深
い
雪
に
覆
わ
れ
て

も
青
々
と
茂
る
松
の
木
を
雄
々
し
き
日

本
人
に
例
え
て
、
今
の
苦
し
み
を
耐
え

　
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
東
日
本

大
震
災
か
ら
、
間
も
な
く
10
年
を
迎
え

ま
す
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
心
か

ら
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
す
。
村
民
の
皆

さ
ま
の
協
力
と
全
国
の
方
々
か
ら
の
温

か
い
ご
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
災
害
復

興
計
画
を
基
に
取
り
組
ん
で
き
た
復
興

事
業
は
、
お
お
む
ね
完
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
あ
ら
た
め
て
震
災
復
興
に
関
わ
っ
た

皆
さ
ま
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

の
震
災
の
教
訓
を
胸
に
刻
み
、
今
後
も

防
災
や
減
災
、
伝
承
活
動
に
力
を
入
れ

て
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
い
か
な
る
大
規
模
自
然
災
害

な
ど
が
発
生
し
て
も
機
能
不
全
に
陥
ら

な
い
よ
う
に
、
強
さ
と
し
な
や
か
さ
を

兼
ね
備
え
た
、
安
全
で
安
心
な
地
域
を

つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
、
現
在
、「
田

野
畑
村
地
域
強
靭
化
計
画
」
を
ま
と
め

て
お
り
、
3
月
末
ま
で
に
策
定
し
ま
す
。

　
今
後
、
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
日
本
海

溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の
地
震
に
よ
る
津

波
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
風
水
害
・
土
砂

災
害
を
想
定
し
、
事
前
に
備
え
て
お
く

こ
と
で
迅
速
に
復
旧
・
復
興
で
き
る
強

靭
な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
１
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
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令
和
３
年
度

令
和
３
年
度　
施
政
方
針

　
施
政
方
針忍

び
つ
つ
国
民
の
幸
せ
を
願
っ
た
歌
で

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
世
界
中
に
流
行
す
る
社
会
情
勢
が
、

降
り
積
も
る
深
雪
に
映
し
出
さ
れ
て
い

る
か
の
よ
う
で
あ
り
、
今
は
苦
し
み
に

じ
っ
と
耐
え
て
、
次
な
る
良
き
社
会
を

築
い
て
ほ
し
い
と
い
う
励
ま
し
の
言
葉

の
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い

う
困
難
の
中
で
も
青
々
と
茂
る
松
の
木

の
雄
々
し
さ
を
持
ち
、
村
民
の
心
を
一

つ
に
、「
国こ
く

利り

民み
ん

福ぷ
く

」
の
姿
勢
で
村
政

を
進
め
ま
す
。

夢
を
語
り
夢
を
実
現
し

愛
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
村
に

令
和
３
年
第
３
回
村
議
会
定
例
会
が
３
月
５
日
に
開
会
し
ま
し
た
︒

村
づ
く
り
の
方
向
性
や
新
年
度
の
主
要
事
業
な
ど
、

石
原
弘
村
長
が
施
政
方
針
演
述
を
行
い
ま
し
た
︒



施 政 方 針令和３年度

取
り
組
ん
で
き
た
政
策
か
ら
、
新
年
度

は
、
持
続
可
能
な
村
づ
く
り
を
進
め
る

新
た
な
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
ち
ま
す
。

　
行
政
運
営
に
お
い
て
は
、
国
連
が
提

唱
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
︵
持
続
可
能
な
開
発

目
標
︶
を
取
り
入
れ
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

は
難
し
い
活
動
で
は
な
く
、
そ
の
17
の

ゴ
ー
ル
の
う
ち
最
も
身
近
で
、
優
先
度

の
高
い
も
の
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
た
め
の
８
つ

の
優
先
課
題
に
は
地
域
活
性
化
が
あ
り

ま
す
。
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
、

多
く
の
地
域
が
直
面
し
て
い
る
課
題
解

決
の
た
め
に
、
地
域
創
生
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
組
み
合
わ
せ
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た

地
方
自
治
の
進
め
方
、
企
業
と
の
連
携

や
地
域
住
民
の
相
互
協
力
に
よ
っ
て
、

協
創
の
社
会
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
昨
年
は
、
本
村
に
お
い
て
も
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
即
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
１
年
に
な
り
ま
し
た
。

目
に
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
と
の
不
条
理

な
戦
い
は
地
域
経
済
へ
の
影
響
が
大
き

く
、
特
に
観
光
や
飲
食
、
宿
泊
業
者
の

経
営
は
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

　
村
で
は
、
国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
、
公
共
施
設
へ
の
体
温
測

定
カ
メ
ラ
の
設
置
や
地
域
経
済
や
住
民

生
活
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

世
界
的
に
感
染
流
行
の
長
期
化
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
村
に
お
い
て
も
国

や
県
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
予
防
接

種
の
対
応
な
ど
に
引
き
続
き
取
り
組
み

ま
す
。

２
村
政
運
営
の
基
本
姿
勢

基
本
的
な
施
策
の
展
開

　
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
こ
の
10

数
年
で
大
き
く
変
容
し
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
の
自
治
体
経
営
に
は
、「
三
つ
の

視
点
」
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
一
つ
目
は
、「
減
量
型
行
革
か

ら
Ａ
Ｉ
等
の
先
端
技
術
を
活
用
し
た
利

便
性
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
」
へ
の
移

行
で
す
。

　
行
政
改
革
は
平
成
17
年
の
集
中
改
革

プ
ラ
ン
か
ら
始
ま
り
、
27
年
に
は
地
方

行
政
サ
ー
ビ
ス
改
革
と
推
進
に
関
す
る

留
意
事
項
が
通
知
さ
れ
ま
し
た
。
30
年

に
は
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
業
務
改

善
の
取
り
組
み
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、

こ
れ
ら
の
減
量
型
行
政
改
革
は
一
定
の

成
果
を
得
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

が
進
む
中
で
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く

る
た
め
に
は
、
新
た
な
時
代
に
向
け
た

技
術
革
新
な
ど
、
次
な
る
行
革
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
「
人
材
戦
略
」
で
す
。

　
昨
今
、
よ
く
聞
か
れ
る
言
葉
に
、
Ｄ

Ｘ
︵
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
︶
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
パ

ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情

報
技
術
の
浸
透
が
、
人
々
の
生
活
を
あ

ら
ゆ
る
面
で
よ
り
良
い
方
向
に
変
化
さ

せ
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
自
治
体
に
お
い
て
は
、
日
常
的
な
作

業
や
事
務
を
遠
隔
操
作
な
ど
で
自
動
化

す
る
Ｒ
Ｐ
Ａ
︵
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ

セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
︶
の
活
用

や
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
踏
ま
え
た
最
適

な
ク
ラ
ウ
ド
化
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
不
足

の
解
消
を
中
心
と
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
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SDGs（エス・ディー・ジーズ）とは「Sustainable Development Goals（持
続可能な開発目標）」の略称です。SDGs は 2015 年 9 月の国連サミットで採
択されたもので、国連加盟 193 カ国が 2016 年から 2030 年の 15 年間で達
成するために掲げた目標。17 の大きな目標と、それらを達成するための具体
的な 169 のターゲットで構成されています。



め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
Ｄ
Ｘ
を
推
進
で
き
る
能
力

を
持
っ
た
人
材
育
成
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、「
自
治
体
間
の
連
携
」

で
す
。

　
す
べ
て
の
自
治
体
の
行
政
経
営
に
お

い
て
、
人
口
減
少
が
及
ぼ
す
影
響
は
、

「
人
」「
物
」「
金
」
と
い
う
資
源
が
減

少
す
る
こ
と
で
あ
り
、
生
活
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
障
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
西
日
本
を
中
心
に
地
域
連

携
に
よ
っ
て
こ
の
課
題
を
克
服
す
る
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、「
奈
良
モ

デ
ル
」「
高
知
モ
デ
ル
」
な
ど
と
称
し

て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
村
で
は
、
近
隣
の
岩
泉
町
、
普
代
村

と
の
三
町
村
連
携
会
議
を
重
ね
て
お
り
、

ま
た
、
三
陸
沿
岸
の
連
携
を
強
化
す
る

た
め
、
沿
岸
13
市
町
村
で
構
成
す
る
岩

手
三
陸
連
携
会
議
で
活
発
な
意
見
交
換

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
三
つ
の
視
点
」
に
加
え
て
、

地
域
創
生
の
実
践
の
た
め
に
多
様
な
組

織
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
未

来
を
切
り
開
い
て
い
き
ま
す
。

　
４
月
に
は
、
道
の
駅
た
の
は
た
「
思

惟
の
風
」
が
本
格
的
に
営
業
を
開
始
し

ま
す
。
村
と
し
て
は
、
運
営
主
体
や
生

産
者
の
育
成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

地
域
交
流
の
基
幹
施
設
と
し
て
、
産
業

連
携
や
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
、
文
化

活
動
の
披
露
の
場
と
し
て
、
積
極
的
な

利
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

行
財
政
運
営
の
方
針

　
村
の
職
員
数
は
、
行
財
政
改
革
プ
ラ

ン
で
立
て
た
目
標
よ
り
も
少
な
い
人
数

で
推
移
し
て
き
て
お
り
、
平
成
17
年
度

と
令
和
元
年
度
の
人
件
費
を
比
較
す
る

と
約
28
％
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
行
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
働
き
方

改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

職
員
の
能
力
向
上
と
プ
ロ
パ
ー
職
員
の

適
正
な
人
数
を
確
保
し
ま
す
。

　
財
政
に
つ
い
て
は
、
確
実
な
歳
入
確

保
と
国
や
県
の
補
助
金
を
活
用
し
な
が

ら
、
経
常
収
支
比
率
の
改
善
や
投
資
的

事
業
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、
引
き
続

き
歳
出
削
減
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
持

続
可
能
な
財
政
運
営
を
進
め
ま
す
。

　
地
域
創
生
を
進
め
る
た
め
に
は
、
人

を
育
て
る
こ
と
に
加
え
て
、「
情
報
」「
企

画
」「
財
源
」
が
必
要
で
あ
り
、
地
方

創
生
推
進
交
付
金
の
活
用
や
ふ
る
さ
と

納
税
、
民
間
企
業
と
の
連
携
、
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
に
よ
り
、
積

極
的
な
財
源
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

３
主
要
施
策
の
概
要

重
点
施
策
の
推
進

➊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
国
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
１
年
が
経
過
し

ま
し
た
が
、
終
息
ま
で
の
道
の
り
は
い

ま
だ
に
見
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
改
正
予
防
接
種
法
に
基
づ
き
、
本
村

で
も
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
向
け
た
事
務

を
進
め
て
い
ま
す
。
円
滑
に
接
種
で
き

る
よ
う
に
体
制
整
備
に
努
め
、
接
種
可

能
な
時
期
が
分
か
り
次
第
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
と
し
て
も
、

手
洗
い
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
密
を
避
け

る
こ
と
が
感
染
予
防
の
基
本
対
策
と
な

り
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
引
き
続
き
徹
底
し
て
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
い
わ
ゆ
る
「
コ
ロ
ナ
禍
」
に
お
け
る

村
内
の
経
済
・
雇
用
に
つ
い
て
は
、
首

都
圏
等
で
の
２
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言

か
ら
、
よ
り
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

産
業
団
体
や
商
工
会
、
第
３
セ
ク
タ
ー

と
綿
密
に
情
報
交
換
し
な
が
ら
、
国
の

交
付
金
な
ど
に
よ
り
村
内
事
業
者
を
支

援
し
ま
す
。

➋
人
口
減
少
対
策
の
推
進

　

３
月
１
日
現
在
の
村
の
人
口
は

３
１
９
２
人
と
な
り
、
こ
の
１
年
間
で

１
０
３
人
減
少
し
ま
し
た
。
出
生
数
は
、

平
成
30
年
度
９
人
、
令
和
元
年
度
10
人
、

２
年
度
10
人
と
横
ば
い
で
推
移
し
て
い

ま
す
。

　
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
若
者
や
子

育
て
世
代
が
移
住
し
、
住
み
続
け
て
も

ら
う
こ
と
が
、
本
村
に
と
っ
て
の
最
重

要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
方
創
生

推
進
交
付
金
を
活
用
し
た
移
住
者
誘
致

推
進
事
業
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
た

Ｐ
Ｒ
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
新
年
度

は
、
村
営
住
宅
２
棟
、
定
住
促
進
住
宅

１
棟
の
新
築
工
事
を
行
い
、
定
住
人
口

の
増
加
に
努
め
ま
す
。

　
道
の
駅
の
管
理
運
営
は
民
間
会
社
へ

委
託
を
予
定
し
て
お
り
、
新
し
い
雇
用

の
場
に
も
な
り
ま
す
。
働
き
や
す
い
雇

用
の
場
の
確
保
と
住
み
や
す
い
村
づ
く

り
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
地
域
の
先

輩
が
指
導
者
と
な
り
、
大
き
な
心
で
若
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者
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
し
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
若
者
の
活
気
と
先
輩
方
の
知
恵
を
結

集
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
展

開
す
る
こ
と
で
、
村
内
外
か
ら
多
く
の

人
々
を
招
き
、
田
野
畑
フ
ァ
ン
を
増
や

し
ま
す
。

➌
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全

　
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
う
え
で
必
要

な
水
は
、
自
然
の
中
を
循
環
す
る
大
切

な
資
源
で
あ
り
、
地
域
の
自
然
の
豊
か

さ
を
示
す
も
の
で
す
。
村
民
の
皆
さ
ま

が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、
机
地
区

簡
易
水
道
施
設
の
北
山
地
区
管
路
更
新

整
備
に
着
手
し
ま
す
。

　
改
修
工
事
が
終
了
し
た
田
代
・
千
足

地
区
の
給
水
施
設
に
つ
い
て
は
、
４
月

か
ら
村
の
管
理
に
移
行
し
、
安
心
し
て

利
用
で
き
る
供
給
態
勢
を
整
え
ま
す
。

　
令
和
元
年
の
台
風
19
号
に
よ
る
北
山

浜
と
真
木
沢
浜
の
漂
着
ご
み
に
つ
い
て

は
、
村
道
の
復
旧
工
事
完
了
後
に
回
収

と
撤
去
を
行
い
、
日
本
一
の
海
岸
美
を

誇
れ
る
よ
う
に
海
岸
保
全
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

国
の
第
５
次
環
境
基
本
計
画
で
は
、

国
連
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
や
「
パ
リ
協
定
」

と
い
っ
た
世
界
的
な
潮
流
や
複
雑
化
す

る
環
境
や
経
済
、
社
会
の
課
題
を
踏
ま

え
た
「
地
域
循
環
共
生
圏
」
を
提
唱
し

て
お
り
、
村
に
お
い
て
も
県
北
沿
岸
広

域
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
県
北
沿
岸
地

域
循
環
共
生
圏
構
想
」
に
参
画
し
な
が

ら
、
横
浜
市
と
の
物
産
交
流
を
手
始
め

に
、
循
環
再
生
圏
の
確
立
と
産
業
再
生

を
連
動
さ
せ
ま
す
。

➍
子
育
て
環
境
の
充
実

　
第
２
期
田
野
畑
村
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
２
年
度
か

ら
野
外
保
育
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

自
然
の
中
で
遊
び
な
が
ら
、
た
く
ま
し

く
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
、

何
事
に
も
挑
戦
す
る
頼
も
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

　
新
年
度
は
、
道
の
駅
周
辺
に
も
自
然

の
中
で
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し
な

が
ら
、
大
人
も
一
緒
に
な
っ
て
野
外
活

動
や
創
作
活
動
が
で
き
る
企
画
を
検
討

し
ま
す
。

　
一
方
で
、
急
激
な
人
口
減
少
と
少
子

化
に
伴
っ
て
、
統
合
を
見
据
え
た
児
童

館
と
保
育
園
の
施
設
の
在
り
方
を
早
急

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
議
員

各
位
を
は
じ
め
、
保
育
士
や
子
育
て
世

代
、
若
者
な
ど
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

統
合
時
期
や
施
設
規
模
な
ど
検
討
し
ま

す
。

➎
高
齢
者
等
へ
の
生
活
の
サ
ポ
ー
ト

　
「
一
人
ひ
と
り
が
力
を
発
揮
し
大
切

に
さ
れ
て
生
き
続
け
ら
れ
る
村
」
を
基

本
理
念
と
す
る
田
野
畑
村
地
域
福
祉
計

画
を
基
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
新
年
度
は
、
現
計
画
が
終
了
す
る
こ

と
か
ら
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
生
活

課
題
を
地
域
で
支
え
て
い
く
仕
組
み
な

ど
を
あ
ら
た
め
て
検
討
し
、
新
し
い
地

域
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
が

い
つ
ま
で
も
元
気
に
自
立
し
た
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
専
門
職
が
集
ま
っ
て
個
々

に
応
じ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
計
画
す
る

自
立
支
援
型
地
域
ケ
ア
会
議
を
設
置
し

ま
す
。

　
知
的
障
害
児
の
自
活
を
目
指
し
て
昭

和
46
年
に
開
設
し
た
宮
古
市
崎
山
の
知

的
障
害
児
施
設
「
は
ま
ゆ
り
学
園
」
は
、

施
設
全
体
の
老
朽
化
と
立
地
条
件
か
ら

災
害
時
の
孤
立
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
台
風
19
号
で
は
そ
れ
が
現
実
の
も
の

と
な
り
、
一
時
孤
立
す
る
事
態
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

昨
年
、
沿
岸
知
的
障
害
児
施
設
組
合
に

お
い
て
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設

を
目
指
す
た
め
に
移
転
を
決
定
し
、
構

成
団
体
で
あ
る
本
村
も
財
政
支
援
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

➏
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
向
上

　
昨
年
は
台
風
被
害
も
な
く
、
比
較
的

に
穏
や
か
な
気
候
の
１
年
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
村
民
一
人
一
人
の
防

災
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
多
発
す

る
災
害
に
備
え
て「
自
助・共
助・公
助
」

の
役
割
を
定
着
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
３
月
１
日
現
在
、
村
で
は
６
人
の

防
災
士
を
育
成
し
て
お
り
、
新
年
度
は

４
人
以
上
の
防
災
士
を
育
成
し
ま
す
。

　
３
月
末
に
完
成
す
る
新
し
い
地
域
防

災
計
画
は
、
発
災
前
の
備
え
や
発
災
後

の
優
先
業
務
の
整
理
、
い
わ
ゆ
る
業
務

継
続
計
画
︵BC

P

︶
を
盛
り
込
ん
だ

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
京

大
学
と
の
共
同
研
究
で
作
り
上
げ
た
災

害
対
応
工
程
管
理
︵BO

SS

︶
シ
ス
テ
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ム
の
導
入
と
合
わ
せ
て
、
ウ
ェ
ブ
上
で

災
害
復
旧
業
務
の
進
捗
管
理
が
で
き
る

体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
機
器
と
デ

ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
を
連
携
さ
せ
た

防
災
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

　
台
風
19
号
災
害
か
ら
の
復
旧
事
業
に

つ
い
て
は
、
漁
港
に
つ
な
が
る
村
道
な

ど
、
村
民
の
皆
さ
ま
に
は
長
ら
く
ご
不

便
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
１
日

も
早
い
復
旧
を
目
指
し
、
工
事
を
進
め

ま
す
。

　
県
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
治
山
工
事

に
取
り
組
み
、
村
民
の
生
命
や
財
産
を

守
る
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

　
社
会
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
台

風
19
号
災
害
の
復
旧
工
事
を
優
先
し
な

が
ら
、
村
道
沼
袋
三
沢
線
改
良
舗
装
工

事
や
村
道
鉄
山
線
落
石
対
策
施
設
整
備

な
ど
を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。
地
域
強

靭
化
計
画
に
基
づ
き
、
災
害
に
強
く
信

頼
性
の
高
い
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
ま
す
。

➐
地
域
に
根
ざ
し
た
産
業
振
興

　
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
か
ら
、
飲
食
業
が
危
機
的
状

況
と
な
っ
て
お
り
、
１
次
産
業
に
お
い

て
も
市
場
販
売
価
格
の
低
迷
に
よ
り
、

厳
し
い
経
営
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
新
年
度
に
お
い
て
も
、
菌
床
シ
イ
タ

ケ
の
原
材
料
購
入
費
支
援
や
和
牛
繁
殖

牛
導
入
事
業
補
助
を
継
続
し
、
１
次
産

業
の
経
営
安
定
を
図
り
ま
す
。

　
林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
環
境
譲
与

税
を
活
用
し
、
森
林
経
営
管
理
法
に
基

づ
く
意
向
調
査
を
行
い
な
が
ら
、
管
理

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
民
有
林
な
ど
の

整
備
を
促
進
し
ま
す
。
未
来
へ
つ
な
い

で
い
く
森
づ
く
り
を
目
指
し
、
多
様
な

森
林
活
用
お
よ
び
複
合
経
営
を
助
長
す

る
施
策
の
展
開
と
し
て
、
特
用
林
産
物

振
興
や
特
産
品
開
発
に
連
動
し
た
地
域

資
源
を
維
持
・
拡
大
す
る
施
策
を
展
開

し
ま
す
。

　
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
ナ
ラ
枯

れ
被
害
の
拡
大
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、

県
と
連
携
し
て
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。

　
現
在
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
な

ど
へ
の
被
害
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
ツ

キ
ノ
ワ
グ
マ
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
加
え
て
、

生
息
域
の
北
上
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
イ

ノ
シ
シ
へ
の
警
戒
も
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。
村
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会

の
活
動
の
強
化
に
よ
り
、
安
全
の
確
保

と
鳥
獣
被
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
サ
ケ
や
イ
カ
、

ア
ワ
ビ
な
ど
の
不
漁
が
続
い
て
お
り
、

村
漁
協
、
漁
業
者
と
も
一
層
厳
し
い
経

営
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
磯

焼
け
に
よ
る
ア
ワ
ビ
の
不
漁
は
深
刻
で

あ
り
、
昨
年
は
漁
協
に
よ
る
ウ
ニ
の
本

格
駆
除
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
藻
場
再
生

が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
震
災
か
ら
10
年
と
な
り
、
国
と
県
の

ア
ワ
ビ
種
苗
購
入
補
助
は
終
了
し
ま
す

が
、
村
と
漁
協
が
共
同
で
ア
ワ
ビ
の
稚

貝
放
流
を
継
続
し
、
同
時
に
藻
場
形
成

対
策
の
実
施
な
ど
、
水
揚
げ
量
の
増
加

と
漁
業
者
の
経
営
安
定
に
つ
な
げ
ま
す
。

ま
た
、
漁
港
施
設
の
機
能
の
強
化
と
保

全
も
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

　

６
次
産
業
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
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施
政
方
針

漁業者の経営安定につなげる漁業者の経営安定につなげる



こ
れ
ま
で
に
開
発
し
た
ク
ロ
モ
ジ
茶
や

ク
ロ
モ
ジ
シ
ロ
ッ
プ
、
岩
手
が
も
入
り

レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
、
ワ
カ
メ
や
シ
イ
タ

ケ
を
使
っ
た
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
な
ど
を

道
の
駅
で
販
売
し
ま
す
。

　
道
の
駅
の
運
営
体
や
産
業
開
発
公
社
、

村
内
の
産
業
団
体
と
連
携
し
た
ギ
フ
ト

カ
タ
ロ
グ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に

よ
る
、
特
産
品
の
効
果
的
な
販
売
戦
略

を
確
立
し
ま
す
。

　
商
工
、
観
光
業
に
つ
い
て
は
、
度
重

な
る
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ

ト
ラ
ベ
ル
と
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
イ
ー
ト
の
停
止

な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
が
飲
食
や
宿
泊
、
交
通
、
観
光

業
の
経
営
を
直
撃
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
感
染
対
策
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
経

済
動
向
を
注
視
し
、
事
業
者
を
支
援
し

ま
す
。

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
国
の
地
域

お
こ
し
企
業
人
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

る
専
門
家
の
派
遣
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
や
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
発
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
観
光
戦
略
を
検
討
し
ま
す
。

➑
社
会
を
支
え
る
人
づ
く
り

　
生
産
年
齢
人
口
が
増
加
す
る
こ
と
が

理
想
で
は
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
人
口

構
成
に
合
っ
た
労
働
環
境
を
つ
く
る
こ

と
も
社
会
を
支
え
る
人
づ
く
り
に
大
切

な
取
り
組
み
だ
と
考
え
ま
す
。

　
地
域
創
生
の
目
的
は
、
地
域
資
源
を

生
か
す
人
材
の
流
入
を
図
る
こ
と
で
も

あ
り
ま
す
。
故
郷
回
帰
や
農
村
回
帰
な

ど
に
よ
る
人
の
流
入
と
、
地
域
の
自
発

的
な
取
り
組
み
、
広
域
連
携
を
図
る
こ

と
が
、
住
み
た
い
場
所
と
し
て
選
択
さ

れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
昨
年
、
村
と
教
育
委
員
会
、
田
野
畑

中
学
校
の
仮
式
会
社
Ｃこ

　

ま

　

る

ｏ
ｍ
ａ
ｒ
ｕ
の

３
者
で
包
括
連
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　
中
学
生
が
村
の
農
林
水
産
業
な
ど
に

つ
い
て
学
び
、
村
の
魅
力
を
発
信
し
よ

う
と
村
産
材
を
生
か
し
た
工
芸
品
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
中
学
生
の

思
い
が
込
め
ら
れ
た
商
品
が
道
の
駅
で

購
入
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
地
域
の
頼
も
し
い
大
き
な
力
で
あ
り
、

村
と
し
て
も
引
き
続
き
活
動
を
支
援
し

ま
す
。
人
づ
く
り
は
村
づ
く
り
に
つ
な

が
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
や

主
体
性
を
大
事
に
育
ん
で
い
き
ま
す
。

新
総
合
計
画
の
策
定

　
新
総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、
各
分
野

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て

議
論
を
深
め
た
い
こ
と
か
ら
、
現
計
画

を
1
年
間
延
長
し
、
継
続
審
議
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
計
画
期
間
に
つ
い
て
は
、
時

代
の
変
化
が
激
し
い
中
に
お
い
て
、
村

民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
適
時
に
反
映
し

て
い
く
た
め
、
基
本
構
想
を
令
和
４
年

度
か
ら
11
年
度
ま
で
の
８
年
間
、
前
期

基
本
計
画
を
令
和
４
年
度
か
ら
７
年
度

ま
で
の
４
年
間
と
す
る
方
向
で
検
討
し

ま
す
。

　
新
総
合
計
画
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え

方
を
取
り
入
れ
、
将
来
に
わ
た
っ
て
住

み
続
け
た
い
と
思
う
持
続
可
能
な
村
を

実
現
さ
せ
る
総
合
的
な
村
政
運
営
の
指

針
と
し
て
策
定
し
ま
す
。

４
む
す
び
に

　

東
日
本
大
震
災
や
台
風
19
号
災
害
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界

的
な
流
行
と
、
私
た
ち
は
困
難
な
時
代

を
生
き
抜
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
長
い
道
の
り
の
先
を
照
ら
す
輝

き
に
は
、
人
を
愛
し
、
人
を
敬
い
、
お

互
い
に
励
ま
し
合
う
姿
勢
を
持
っ
て
臨

む
「
忘も

う
己こ

利り

他た

」
の
精
神
が
映
し
出
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
復
興
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
は
、「
生

命
尊
重
」
と
い
う
命
を
最
優
先
し
た
意

識
変
革
が
あ
り
、
同
じ
目
的
に
向
か
っ

て
頑
張
っ
て
き
た
と
い
う
「
共
生
の
意

識
変
革
」
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

自
ら
地
域
を
創
ろ
う
と
す
る
「
参
加
の

意
識
変
革
」
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
強
く

感
じ
ら
れ
た
10
年
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
村
民
の
皆
さ
ま
が
希

求
す
る
地
域
像
を
目
指
し
、
村
民
の
た

め
の
政
策
を
進
め
ま
す
。

　
復
興
事
業
の
総
仕
上
げ
と
し
て
完
成

を
迎
え
る
道
の
駅
は
、
多
く
の
人
々
を

歓
迎
す
る
場
所
で
あ
り
、
村
民
の
役
割

の
あ
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
思
惟
す

る
大
地
に
人
々
が
集
い
、
夢
を
語
り
、

夢
を
実
現
し
、
愛
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
村
は
、
持
続
可
能
な
地
域
の
人
材

を
育
て
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

村
民
に
よ
る
村
民
の
た
め
の
村
づ
く
り

を
推
し
進
め
ま
す
。

　
議
員
各
位
な
ら
び
に
村
民
の
皆
さ
ま

の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

2021・４　広報 田野畑35

施 政 方 針令和３年度

子どもたちの自主性や主体性を大事に育む子どもたちの自主性や主体性を大事に育む



362021・４　広報 田野畑

行
う
教
育
環
境
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

➊
子
ど
も
た
ち
に
生
き
る
力
を
育
む
こ

と
　
子
ど
も
た
ち
が
、「
確
か
な
学
力
」「
豊

か
な
心
」「
健
や
か
な
体
」
を
総
合
的

に
兼
ね
備
え
、
変
容
す
る
社
会
に
適
応

し
、
社
会
を
創
造
す
る
た
め
の
「
生
き

る
力
」
を
育
む
教
育
を
進
め
ま
す
。

➋
新
し
い
時
代
の
学
校
経
営
の
展
開

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
村
を
挙
げ
て
支
え
る
た
め

の
教
育
環
境
を
構
築
す
る
た
め
、
田
野

畑
村
教
育
振
興
運
動
や
現
在
も
活
動
を

展
開
し
て
い
る
地
域
学
校
協
働
活
動
、

そ
し
て
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
目
指
す

べ
き
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
よ

り
一
層
の
連
携
・
協
働
す
る
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
を
導
入
し
、
本

村
な
ら
で
は
の
教
育
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

➌
学
校
教
育
を
支
え
る
学
び
の
基
盤
づ

く
り

　
小
中
学
校
の
学
び
の
充
実
を
期
し
て
、

小
中
学
校
に
高
速
か
つ
大
容
量
の
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
図
る
と
と
も

に
、
先
端
技
術
の
活
用
を
推
進
す
る
た

め
、
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
の
た
め
の
基

盤
整
備
を
進
め
ま
す
。

学
校
教
育
の
指
導
の
重
点

➊
小
中
連
携
教
育
の
視
点
に
立
っ
た
教

育
活
動

　
小
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
１
校
の
利
点
を

生
か
し
、
小
中
学
校
９
年
間
を
見
通
し

た
小
中
連
携
教
育
に
継
続
し
て
取
り
組

み
ま
す
。田
野
畑
村
の「
自
然
」「
人
」「
文

化
」
の
よ
さ
を
、
豊
か
な
体
験
活
動
を

通
し
て
学
ぶ
「
田
野
畑
学
」
を
研
究
実

践
し
、
ふ
る
さ
と
田
野
畑
村
に
愛
着
と

誇
り
を
持
ち
、
日
々
変
容
を
続
け
る
予

測
困
難
な
社
会
の
中
で
も
、
志
を
高
く

も
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
形
成
や
自
己

実
現
に
向
け
て
立
ち
向
か
う
こ
と
の
で

き
る
子
ど
も
た
ち
を
培
っ
て
い
き
ま
す
。

➋
確
か
な
学
力
を
保
障
し
、
生
き
抜
く

力
を
育
む
教
育
活
動

　
生
き
る
力
の
基
盤
と
な
る
知
識
と
理

解
の
確
実
な
定
着
を
図
る
と
と
も
に
、

学
ん
だ
こ
と
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決

す
る
力
を
育
み
、
学
び
に
向
か
う
力
や

人
間
性
な
ど
を
総
合
的
に
育
む
た
め
に
、

「
主
体
的
で
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の

実
現
の
た
め
、
村
標
準
学
力
検
査
を
小

中
学
校
全
学
年
で
実
施
し
、
分
析
な
ど

を
通
し
て
授
業
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
小
中
学
校
に
整
備
し
て
い
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
環
境
を
活
用
し
、
児
童
生
徒
が
意

36
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令
和
３
年
度　
教
育
行
政
方
針

　
教
育
行
政
方
針

は
じ
め
に

　
昨
年
よ
り
急
速
に
感
染
拡
大
し
て
い

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

現
在
も
子
ど
も
た
ち
の
学
び
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
新

し
い
生
活
様
式
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
感

染
予
防
対
策
に
取
り
組
み
、
児
童
生
徒

の
健
康
・
安
全
を
第
一
に
学
び
の
保
障

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
平
成
30
年
11
月
20
日
の
村
総
合
教
育

会
議
に
お
い
て
策
定
し
ま
し
た
、
田
野

畑
村
教
育
大
綱
に
基
づ
き
、「
ふ
る
さ

と
に
愛
着
を
抱
き
、
人
間
性
豊
か
な
人

材
を
育
て
る
村
」
を
教
育
の
目
指
す
べ

き
将
来
像
と
し
て
、
４
つ
の
教
育
の
基

本
目
標
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
国
と
県
教
育
委
員
会
の
施
策
を
参
酌

し
つ
つ
、
村
教
育
委
員
会
の
重
要
施
策

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

基
本
目
標
１

　
進
ん
で
学
び
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し

　
い
子
ど
も
を
育
成
す
る
教
育

　
子
ど
も
一
人
一
人
の
個
性
の
伸
長
と

学
び
の
場
を
保
障
す
る
た
め
に
、
お
互

い
に
認
め
合
い
支
え
合
う
学
校
風
土
と
、

「
主
体
的
、
対
話
的
で
深
い
学
び
」
を

ふるさとに愛着を抱き
人間性豊かな人材を育てる村に

令和３年第３回村議会定例会で、相模貞一教育長が
教育行政運営の基本的な考え方や主な施策などを示した
教育行政方針を述べました。
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欲
的
に
学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
授
業

改
善
に
努
め
る
と
と
も
に
、
教
職
員
の

授
業
力
向
上
、
学
校
事
務
の
効
率
化
を

図
り
、
教
職
員
の
働
き
方
改
革
の
目
的

で
も
あ
る
教
職
員
の
資
質
向
上
に
も
努

め
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
小
学
校
５
、６
年
生
で

本
格
実
施
さ
れ
て
い
る
、
教
科
化
さ
れ

た
外
国
語
教
育
で
は
、
引
き
続
き
外
国

語
指
導
助
手
と
推
進
員
を
配
置
し
指
導

者
へ
の
支
援
と
指
導
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
中
学
生
の
海
外
派
遣
研
修
の
実
施

を
検
討
し
、
国
際
性
と
積
極
性
を
高
め
、

異
文
化
理
解
を
深
め
ま
す
。

➌�

豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を
育
む
教

育
活
動

　
自
他
の
命
を
大
切
に
し
、
他
者
の
人

権
を
尊
重
す
る
教
育
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、「
特
別
の
教
科　

道
徳
」
を
中

核
と
し
た
道
徳
性
の
育
成
や
、
小
中
連

携
教
育
の
研
究
と
実
践
に
よ
る
、
田
野

畑
学
で
の
体
験
や
奉
仕
活
動
、
読
書
活

動
の
充
実
に
よ
り
心
の
涵
養
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

不
登
校
や
い
じ
め
を
な
く
す
た
め
、

児
童
生
徒
一
人
一
人
が
お
互
い
を
尊
重

し
合
う
学
校
風
土
づ
く
り
と
、
学
校
い

じ
め
防
止
基
本
方
針
に
基
づ
く
未
然
防

止
、
い
じ
め
事
案
へ
の
適
切
な
対
応
に

努
め
ま
す
。
不
登
校
対
策
で
は
、
児
童

生
徒
に
寄
り
添
っ
た
支
援
の
充
実
に
引

き
続
き
努
め
ま
す
。

➍
健
や
か
な
体
を
育
む
教
育
活
動

　
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
習
慣
や

能
力
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
、
小
中
学

校
の
教
科
体
育
や
業
間
運
動
の
充
実
、

部
活
動
指
導
員
の
配
置
や
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
活
動
と
連
携
を
図
り
推
進
し
ま
す
。

　
学
校
給
食
で
の
食
に
関
す
る
正
し
い

理
解
と
安
全
安
心
な
食
を
選
択
で
き
る

力
を
養
う
と
と
も
に
、
家
庭
と
連
携
し

た
食
習
慣
や
食
事
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

➎�

多
様
な
支
援
の
充
実
を
図
る
教
育
活

動
　
個
別
の
支
援
に
注
力
す
る
と
と
も
に
、

児
童
生
徒
の
自
立
や
社
会
参
加
に
必
要

な
力
を
育
む
た
め
、
特
別
支
援
教
育
支

援
員
を
配
置
し
ま
す
。

　
教
育
の
機
会
均
等
の
た
め
に
、
就
学

援
助
や
奨
学
金
の
貸
与
を
行
い
ま
す
。

　
児
童
生
徒
が
安
全
安
心
で
快
適
に
学

べ
る
よ
う
学
校
施
設
の
適
正
な
管
理
に

努
め
ま
す
。

基
本
目
標
２

　

�

心
身
共
に
健
全
で
心
豊
か
な
青
少
年

の
育
成

基
本
目
標
３

　

�

生
涯
学
習
推
進
計
画
を
推
進
し
、
多

様
な
人
材
の
育
成

基
本
目
標
４

　
貴
重
な
文
化
財
や
郷
土
芸
能
の
保　

　
存
・
継
承
の
推
進

　
人
と
人
、
人
と
地
域
が
つ
な
が
る
機

会
を
充
実
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
活
動
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
歴
史
・
文
化
資
源
に

ふ
れ
る
こ
と
で
、
心
豊
か
に
生
き
が
い

を
も
っ
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

➊�

個
々
の
学
習
や
活
動
意
欲
を
盛
り
立

て
支
援
す
る
活
動
の
展
開

　
各
種
社
会
教
育
事
業
や
生
涯
教
育
の

事
業
を
村
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
計
画

的
に
取
り
組
み
、
発
表
や
交
流
機
会
と

な
る
村
民
文
化
展
の
開
催
や
、
郷
土
芸

能
発
表
会
の
開
催
を
支
援
し
ま
す
。

　
全
県
共
通
課
題
と
推
進
区
ご
と
の
課

題
に
基
づ
い
た
教
育
振
興
運
動
の
活
発

化
を
図
る
た
め
、
推
進
区
ご
と
の
体
制

の
整
備
と
相
互
の
交
流
を
深
め
る
と
と

も
に
、
地
域
学
校
協
働
活
動
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
の
連
携
・
協
働

を
進
め
、
そ
の
取
り
組
み
の
発
表
の
場

や
村
民
の
研
修
の
場
と
し
て
、
村
教
育

の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

　
地
域
や
家
庭
の
教
育
力
の
充
実
と
向

上
の
た
め
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
家
庭

教
育
学
級
を
開
催
し
子
ど
も
た
ち
の
基

本
的
生
活
習
慣
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

　
友
好
都
市
で
あ
る
深
谷
市
や
藤
崎
町

と
の
小
学
校
交
流
事
業
の
実
施
を
検
討

し
、
児
童
の
交
流
を
深
め
ま
す
。

➋�

ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
、

健
康
寿
命
を
延
ば
す
活
動

　
推
進
体
制
の
充
実
の
た
め
、
村
体
育

協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
、
各
種
団

体
と
連
携
を
図
り
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
と

大
会
を
企
画
し
、
村
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
推
進
し
、
村
民
の
健
康
と
生
き
が

い
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
体
育
施
設
の
適
正
な
維
持
・
管
理
に

努
め
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

➌�

貴
重
な
文
化
財
や
郷
土
芸
能
の
保

存
・
継
承
の
活
動

　
村
民
文
化
展
や
青
少
年
劇
場
を
開
催

し
、
村
民
や
児
童
生
徒
の
芸
術
文
化
活

動
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
の
た
め
、
村

芸
術
文
化
協
会
や
郷
土
芸
能
伝
承
団
体

及
び
各
種
サ
ー
ク
ル
を
支
援
し
ま
す
。

　
指
定
文
化
財
を
は
じ
め
、
貴
重
な
文

化
財
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
、
適

正
な
保
存
と
学
習
へ
の
活
用
に
努
め
ま

す
。

む
す
び
に　

　　
田
野
畑
村
の「
未
来
」に
向
け
た「
人

づ
く
り
」
の
使
命
を
自
覚
し
、
教
育
行

政
の
推
進
に
子
ど
も
た
ち
は
も
と
よ
り

村
民
挙
げ
て
よ
り
一
層
、「
教
育
」
に

取
り
組
め
る
よ
う
、
田
野
畑
村
の
教
育

行
政
の
推
進
に
鋭
意
努
め
ま
す
。

　
議
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
村
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
さ
ら
な
る
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

教 育 行 政令和３年度 方 針
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令
和
３
年
度

令
和
３
年
度　
当
初
予
算
の
概
要

　
当
初
予
算
の
概
要

■令和３年度の予算規模（全会計） ※万円未満四捨五入 【単位：万円・％】

区 分 令和３年度 令和２年度 増　減 伸び率

一 般 会 計 35億5,444 56億8,380 －21億2,936 －37.5％

特

別

会

計

国民健康保険会計
事業勘定 6億1,086 6億3,570 －2,484 －3.9％

直診勘定 1億1,959 1億2,720 －761 －6.0％

簡 易 水 道 会 計 1億9,685 1億4,905 4,780 32.1％

集 落 排 水 会 計 5,624 1億 41 －4,417 －44.0％

下 水 道 会 計 3,311 4,094 －784 －19.1％

介護保険会計
事業勘定 5億2,609 5億 344 2,265 4.5％

サービス勘定 　 1,160 　 1,101 60 5.4％

後期高齢者医療会計 4,094 3,873 221 5.7％

小 計 15億9,527 16億 648 －1,121 －0.7％

合 計 51億4,971 72億9,028 －21億4,057 －29.4％

依存財源依存財源
82.0％82.0％

歳�入
3535億億5,4445,444万円万円

自主財源自主財源
18.0％18.0％

繰入金繰入金
22億億2,0932,093万円万円

（6.2％）（6.2％）
諸収入諸収入
11億億1,0991,099万円万円

（3.1％）（3.1％）

その他その他
6,4106,410万円万円

（1.8％）（1.8％）

地方交付税地方交付税
1717億億9,7029,702万円万円

（50.6％）（50.6％）

国庫支出金国庫支出金
44億億2,7732,773万円万円

（12.0％）（12.0％）

村債村債
44億億770770万円万円

（11.5％）（11.5％）

県支出金県支出金
11億億6,0886,088万円万円

（4.5％）（4.5％）

新
年
度
予
算
の
概
要

　
令
和
３
年
度
の
当
初
予
算
の

総
額
は
、
一
般
会
計
35
億
5
千

万
円
余
り
、
特
別
会
計
を
含
め

た
全
会
計
で
は
、
51
億
４
千
万

円
余
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
村
道
の
改
良
舗
装
な
ど
に
関

す
る
事
業
や
村
営
住
宅
、
定
住

促
進
住
宅
の
整
備
に
関
す
る
事

業
な
ど
を
盛
り
込
み
ま
し
た
が
、

前
年
度
比
、
一
般
会
計
で
37
・

５
％
、
全
会
計
で
29
・
４
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

　
減
額
の
主
な
要
因
は
、
令
和

元
年
台
風
19
号
災
害
の
災
害
復

旧
事
業
費
の
減
額
に
よ
る
も
の

で
す
。

　
新
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
大

幅
な
税
収
減
が
見
込
ま
れ
る
中
、

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
活
用
す

る
た
め
、
継
続
事
業
の
精
査
や

縮
小
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

経
常
経
費
の
見
直
し
を
図
り
ま

し
た
。

その他その他
11億億2,0282,028万円万円

（3.4％）（3.4％）

村税村税
22億億4,4814,481万円万円

（6.9％）（6.9％）

◎用語の説明
　歳入…１会計年度に村に入ってくるお金の見積もり
　自主財源…村が自主的に集められるお金
　依存財源…国や県から交付されるお金や村債
　村税…村民税など、村に納める税金
　繰入金…基金などから一般会計に繰り入れるお金
　地方交付税… 全ての市町村が一定の行政サービスを行

えるように国が交付するお金
　国庫支出金…村が行う事業に対して国が交付するお金
　村債…借入金のうち長期にわたり返済するもの
　県支出金…村が行う事業に対して県が交付するお金

■令和３年度一般会計歳入予算の状況
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当 初 予 算令和３年度 の

歳�出
3535億億5,4445,444万円万円

義務的経費義務的経費
34.7％34.7％

投資的経費投資的経費
18.1％18.1％

その他経費その他経費
47.2％47.2％

人件費人件費
55億億8,9608,960万円万円

（16.6％）（16.6％）

公債費公債費
44億億5,7505,750万円万円

（12.9％）（12.9％）

扶助費扶助費
11億億8,4068,406万円万円

（5.2％）（5.2％）

普通建設事業費普通建設事業費
66億億3,5673,567万円万円

（17.9％）（17.9％）

災害復旧事業費災害復旧事業費
750750万円万円

（0.2％）（0.2％）

物件費物件費
77億億7,2007,200万円万円

（21.7％）（21.7％）

補助費等補助費等
44億億1,2701,270万円万円

（11.6％）（11.6％）

繰出金繰出金
33億億4,2184,218万円万円

（9.6％）（9.6％）

その他その他
11億億5,3225,322万円万円

（4.3％）（4.3％）

■一般・特別会計の当初予算歳出額推移【単位：億円】

■一般会計　■特別会計

平成27年度

121.8

25.2

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

59.6

16.4

53.8

16.7

41.9

17.3

49.3

19.9

56.8

16.1

35.5

16.0

◎用語の説明
　歳出…１会計年度に村から出ていくお金の見積もり　
　義務的経費…職員の給与や社会保障などに使われるお金
　投資的経費…施設や道路など将来に残るものに使われるお金
　人件費…村職員の給与や議員、委員などの報酬
　公債費…村の借金の返済
　扶助費…要援護高齢者、高齢者などの生活維持や保育活動に使われるお金
　普通建設事業費… 道路や公共施設などの建設事業などに使われるお金
　物件費…消耗品や備品の購入、光熱水費などに使われるお金
　補助費…村が交付する補助金や他の団体と共同で事業を行うための負担金
　繰出金…特別会計に充てられるお金

■令和３年度一般会計歳出予算の状況

概 要

■令和３年度の主な事業
【新型コロナウイルス感染症対策】

新型コロナウイルス予防接種対策事業 1,472万円

【人口減少対策】

村営住宅整備事業
定住促進住宅整備事業
思惟エリア（道の駅たのはた）一体整備事業
道の駅たのはたを軸とした地域しごと
づくり事業
新・教育立村による移住者誘致事業

6,557万円

3,563万円

3,500万円

3,500万円

957万円

【豊かな自然環境の保全】

小規模給水施設管理費
海岸漂着物対策事業

781万円

1,497万円

【子育て環境の充実】

若桐保育園運営事業
たのはた児童館運営事業
放課後児童クラブ運営事業

1億 60万円

3,760万円

1,562万円

【高齢者などへの生活のサポート】

シルバーサポーター設置訪問事業
社会福祉施設整備事業補助金

764万円

5,902万円

【安全・安心な暮らしの向上】

田代地区消防屯所耐震化整備事業
村道沼袋三沢線道路改良舗装事業
村道鉄山線落石対策施設整備事業
平井賀漁港北防波堤機能強化事業

2,142万円

7,472万円

7,000万円

5,185万円

【地域に根ざした産業振興】

水産資源造成事業
未来の森づくり造成事業
体験観光交流促進事業
観光振興企業経営改善支援事業

350万円

305万円

386万円

4,234万円

【社会を支える人づくり】

小学校ステップアップ事業
中学校ステップアップ事業
給食センター管理運営事業

195万円

71万円

2,095万円
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令
和
３
年
度

人
事
異
動

村
職
員
、
広
域
消
防
職
員
、
学
校
教
職
員
な
ど
の

人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
農
業
委
員
会
事
務
局

主
任

－

向
井
俊
一

◆
新
採
用

総
務
課
総
務
・
財
政
班
主
事
兼
税
務
・
会
計

班
主
事

－

神
田
和
季
、
健
康
福
祉
課
健
康

福
祉
班
保
健
師

－
関
畑
瑠
夏

◆
新
採
用
︵
任
期
付
き
︶

地
域
整
備
課
道
路
・
上
下
水
道
班
主
査
兼
復

興
対
策
班
主
査

－

千
葉
敏
夫
、
同
主
査

－
山
本
嘉
裕
、
同
主
査

－

落
合
正
幸
、
教

育
委
員
会
事
務
局
主
事

－

中
島
竜
二

◆
退
職
者
︵
任
期
付
き
︶

地
域
整
備
課
道
路
・
上
下
水
道
班
主
任
主
査

－

打
座
博
文
、
同
主
査

－

藤
崎
貴
士
、

同
主
査
兼
政
策
推
進
課
ま
ち
づ
く
り
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
推
進
室
主
査

－

仲
村
公
生
、

地
域
整
備
課
漁
港
・
住
宅
班
主
任
主
査

－

佐

藤
幸
喜
、
健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
班
保
健

師

－

小
野
寺
純
子
、
教
育
委
員
会
事
務
局

主
事

－

鈴
木
亮

◆
総
務
課

会
計
管
理
者
兼
主
幹

－

佐
藤
和
子
、
主
幹

－

似
内
義
友
、
総
務
・
財
政
班
主
任
主
査

－

大
澤
健
、
同
主
事
兼
税
務
・
会
計
班
主

事

－

畠
山
佳
恋

◆
生
活
環
境
課

生
活
環
境
・
国
保
介
護
班
主
事

－

舩
越
宏

太
◆
地
域
整
備
課

主
幹

－

平
坂
聡
、
道
路
・
上
下
水
道
班
主

任
主
査

－

工
藤
光
昭
、
漁
港
・
住
宅
班
主

任
主
査

－

佐
藤
太

◆
産
業
振
興
課

主
幹

－

早
野
和
彦

◆
健
康
福
祉
課

健
康
福
祉
班
主
任
看
護
師

－

阿
部
春
枝
、

同
主
任

－
山
口
芳
美

◆
村
診
療
所

主
任
看
護
師

－

工
藤
昌
子

村
職
員

　
　
　
　
　
　
　
　
異
動
転
出
者

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ッ
コ
内
は
異
動
先

分
署
長

－

伊
藤
勝︵
消
防
本
部
指
令
課
︶

副
分
署
長

－

吉
田
秀
雄︵
宮
古
消
防
署
︶

消
防
主
任

－

八
重
樫
勝
利︵
岩
泉
消
防
署
︶

消
防
主
任

－

内
村
拓
道︵
川
井
分
署
︶

消
防
副
士
長

－

佐
々
木
雅
浩︵
宮
古
消
防
署
︶

消
防
士

－

古
舘
崚︵
山
田
消
防
署
︶

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

広
域
消
防

　
　
　
　
　
　
　
　
異
動
転
出
者

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ッ
コ
内
は
異
動
先

◆
田
野
畑
小

教
諭

－

白
築
了
太
郎

︵
岩
手
大
付
属
小
・
教
諭
︶

養
護
教
諭

－

長
内
美
貴

︵
宮
古
市
立
磯
鶏
小
・
養
護
教
諭
︶

講
師

－

伊
藤
樹
梨
藍

︵
岩
泉
町
立
大
川
小
・
講
師
︶

講
師

－

早
野
太
貴

　
︵
岩
泉
町
立
岩
泉
中
・
講
師
︶

講
師

－

畠
山
早
苗
︵
退
職
︶

◆
田
野
畑
中

校
長

－

石
川
健

︵
盛
岡
市
立
乙
部
中
・
校
長
︶

副
校
長

－

佐
々
木
美
江
子

︵
葛
巻
町
立
葛
巻
小
・
校
長
︶

教
諭

－

舘
洞
康
範

︵
岩
泉
町
立
小
本
中
・
教
諭
︶

養
護
教
諭

－

及
川
未
稀

︵
山
田
町
立
山
田
中
・
養
護
教
諭
︶

◆
教
育
委
員
会
事
務
局

指
導
主
事

－

片
沼
光
輝

︵
一
関
市
教
育
委
員
会
事
務
局
︶

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

教
職
員

　
　
　
　
　
　
　
　
派
遣
期
間
終
了
者

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ッ
コ
内
は
派
遣
元

地
域
整
備
課
道
路
・
上
下
水
道
班
主
任
主
査

－

唐
牛
重
任︵
青
森
県
藤
崎
町
︶、
同
主
査

－

中
澤
健
介︵
盛
岡
市
︶、
同
主
任

－

戸

澤
達
洋︵
秋
田
県
大
仙
市
︶、
同
技
師

－

江

苅
内
達
也︵
盛
岡
市
︶、
同
主
任
兼
復
興
対

策
班
主
任

－

千
葉
敏
夫︵
岩
手
県
︶、
地
域

整
備
課
漁
港
・
住
宅
班
主
任

－

栗
屋
睦︵
岩

手
県
︶、
同
主
任
兼
復
興
対
策
班
主
任

－

今

橋
克
寿︵
岩
手
県
︶、
総
務
課
地
域
情
報
化

専
門
員

－

片
山
貢
二︵
富
士
ソ
フ
ト
㈱
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
派
遣
期
間
終
了
者

　
　
　
　
　
　
　
　

派
遣
職
員
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令
和
３
年
度
は
土
地
と
家
屋
の
評
価
替
え

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
家
屋
、

償
却
資
産
の
評
価
額
か
ら
算
出
し
て

い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
は
、
３
年
に
一
度
の

評
価
替
え
の
年
。
過
去
３
年
間
の
資

産
評
価
の
変
動
が
土
地
と
家
屋
の
価

格
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　
評
価
額
は
４
月
中
旬
に
送
付
す
る

納
税
通
知
書
や
課
税
明
細
書
な
ど
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
土
地
の
評
価
替
え

土
地
の
評
価
額
は
、
県
が
公
表
す

る
地
価
調
査
価
格
や
不
動
産
鑑
定

価
格
の
７
割
程
度
を
基
準
に
し
て

決
定
し
ま
し
た

◆
家
屋
の
評
価
替
え

家
屋
の
評
価
は
、
再
建
築
費
︵
仮

に
今
、建
築
し
た
場
合
の
建
築
費
︶

を
基
準
に
し
ま
す
。
建
築
物
価
の

動
向
と
家
屋
の
経
過
年
数
を
反
映

さ
せ
て
評
価
額
を
決
定
し
ま
し
た
。

増
改
築
や
取
り
壊
し
な
ど
が
な
い

限
り
、
本
年
度
か
ら
３
年
間
、
据

え
置
か
れ
ま
す

◆
問
い
合
わ
せ
先
︙
総
務
課
税
務
・

会
計
班
︵
☎
34

－

２
１
１
２
︶

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
確
認
を

　
固
定
資
産
税
の
課
税
の
基
に
な
っ

て
い
る「
固
定
資
産
税
課
税︵
補
充
︶

台
帳
」
を
縦
覧
し
ま
す
。

　
土
地
の
売
買
や
家
屋
の
取
り
壊
し

を
行
っ
た
場
合
に
、
台
帳
の
内
容
が

訂
正
さ
れ
て
い
な
い
と
、
誤
っ
て
課

税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
︙
４
月
１
日
㈭
~
30
日
㈮　

　
　
　
　
午
前
９
時
~
午
後
５
時

　
　
　
　
※
土
、
日
、
祝
日
を
除
く

◆
場
所
︙
村
役
場
総
務
課

◆
問
い
合
わ
せ
先
︙
総
務
課
税
務
・

会
計
班
︵
☎
34

－

２
１
１
２
︶

Information村からの村からの お知らせお知らせ

土
砂
災
害
警
戒
区
域
と
砂
防
指
定
地
の

固
定
資
産
税
評
価
を
減
価

　
令
和
３
年
度
か
ら
、
土
砂
災
害
警

戒
区
域
に
あ
る
宅
地
と
砂
防
指
定
地

の
山
林
の
固
定
資
産
税
算
出
の
基
に

な
る
評
価
額
を
減
価
し
ま
す
。
手
続

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
︙
総
務
課
税
務
・

会
計
班
︵
☎
34

－

２
１
１
２
︶

●
土
砂
災
害
警
戒
区
域

◆
減
価
の
対
象
︙
県
が
指
定
し
た
土

砂
災
害
警
戒
区
域
に
あ
る
宅
地

◆
減
価
率
︙
評
価
額
の
40
％
を
減
価

※
土
砂
災
害
警
戒
区
域︵
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
︶

は
、
県
が
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
る
土
地
を
指
定
し
た
区
域
︒
建
築

物
の
構
造
規
制
や
一
定
の
開
発
行
為
に

対
す
る
制
限
な
ど
が
発
生
し
ま
す

●
砂
防
指
定
地

◆
減
価
の
対
象
︙
国
が
指
定
し
た
、

砂
防
指
定
地
に
あ
る
山
林

◆
減
価
率
︙
評
価
額
の
50
％
を
減
価

※
砂
防
指
定
地
は
、
治
水
上
砂
防
の
た
め

の
設
備
を
要
す
る
土
地
や
一
定
の
行
為

を
禁
止
か
制
限
す
べ
き
土
地
と
し
て
国

が
指
定
し
た
区
域

聖
火
リ
レ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　
６
月
17
日
に
島
越
地
区
で
予
定
さ

れ
て
い
る
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
内
容
︙
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト
の
沿

道
整
理
な
ど

◆
申
込
方
法
︙
応
募
用
紙
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
教
育

委
員
会
で
配
布
す
る
ほ
か
、
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す

◆
申
込
期
限
︙
４
月
16
日
㈮

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
︙
教

育
委
員
会
︵
☎
34

－

２
２
２
６
︶
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水門閉鎖前に周囲の安全を確認する消防団員

　羅賀地区の平井賀水門が３月９日、完成
しました。水門と陸

りっ
閘
こう
の遠隔操作説明会は

同日、村中央防災センターで行われ、村消
防団の団員や村職員19人が参加。操作や
運用方法などの説明を受けました。説明会
後、団員は島の沢水門と平井賀水門へ移動
し実践訓練。周囲の安全を確認し、遠隔操
作で水門と陸閘を閉鎖しました。村消防団
第１分団の中村和

かず
洋
ひろ
分団長は「水門が遠隔

操作になり、団員の安全が守られることに
なる」と安心した表情を見せました。

命守る平井賀水門の運用学ぶ

村村のの話題話題

　村は２月25日、村消防団第４分団の消
防ポンプ自動車を更新しました。消防車両
の引き渡し式は同日、村中央防災センター
で行われ、石原弘村長から村消防団の上村
繁
しげ
幸
ゆき
団長に車両が引き渡されました。

　旧消防ポンプ自動車は平成７年に配置。
配置からおよそ25年経過し、老朽化が進
んでいました。村消防団第４分団の三田地
錦
きん
光
こう
分団長は「一層気を引き締めて活動し、

火災の無い村をつくっていきたい」と防火
への誓いを新たにしていました。

消防ポンプ自動車を更新整備

更新された消防ポンプ自動車と村消防団第４分団の皆さん更新された消防ポンプ自動車と村消防団第４分団の皆さん

正しい放水の方法を学ぶ初任団員

　村消防団（上村繁
しげ
幸
ゆき
団長）では３月７日、

中央防災センターで初任団員教育を行い、
入団５年以内の団員２人が参加。消防団活
動に必要な基礎知識などを学びました。
　参加者は、消防田野畑分署員から、消防
団の組織制度や安全管理の講義を受け、実
技でポンプ操法や訓練礼式を実践。村消防
団第４分団の舘石竜

りょう
馬
ま
さん（29）＝田野畑

＝は「学んだことを生かして、村の皆さん
が安心して暮らしていけるように活動して
いきたい」と力を込めました。

消防団活動に必要な基礎学ぶ

正しい放水の方法を学ぶ初任団員
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手
段
と
し
て
、
６
地
区
の
消
防
団
に

無
線
機
を
配
備
▼
各
家
庭
に
設
置
し

た
戸
別
受
信
機
に
録
音
機
能
を
追
加

︱
な
ど
。
村
役
場
の
親
局
か
ら
放
送

し
た
防
災
情
報
な
ど
は
、
各
地
区
の

屋
外
に
整
備
し
た
57
の
子
局
や
各
家

庭
に
設
置
し
た
戸
別
受
信
機
を
通
じ

て
皆
さ
ん
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

　
平
成
17
年
４
月
か
ら
運
用
し
て
き

た
防
災
行
政
無
線
は
、
ア
ナ
ロ
グ
方

式
。
電
波
法
令
の
改
正
に
よ
り
、
ア

ナ
ロ
グ
方
式
が
令
和
４
年
12
月
か
ら

使
用
で
き
な
く
な
る
た
め
、
村
は
、

防
災
行
政
無
線
を
デ
ジ
タ
ル
化

　
村
の
皆
さ
ん
に
災
害
発
生
情
報
や

避
難
情
報
、
生
活
情
報
な
ど
を
迅
速

に
伝
達
す
る
防
災
行
政
無
線
。
整
備

を
進
め
て
き
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
工
事

が
２
月
22
日
に
完
成
し
、
同
日
、
デ

ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
に
完
全
移
行

し
ま
し
た
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
主
な
変
更
点

は
、
▼
停
電
時
の
バ
ッ
テ
リ
ー
稼
働

時
間
を
従
来
の
24
時
間
~
42
時
間
か

ら
72
時
間
に
変
更
▼
孤
立
時
の
連
絡

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
が
開
局

こちらは
防災たの

はた広報
です

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
移
行
を
検
討
し
、

平
成
31
年
４
月
か
ら
整
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
整
備
費
は
お
よ
そ
４
億
６
７
７
万

円
。
タ
ノ
く
ん
バ
ス
に
配
置
し
て
い

る
無
線
装
置
な
ど
も
更
新
し
ま
し
た
。

　
戸
別
受
信
機
の
故
障
や
移
設
、
新

設
は
、
総
務
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
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↑気象観測装置
POTEKA はココから



山火事に注意しましょう
　令和元年に全国で発生した山火事は、1,391
件。そのほとんどが１～５月に集中しています。
　主な原因は、▶落葉が積もり燃えやすい状態
▶風が強い日や乾燥した日が多い▶行楽や山菜
採りのために、山に入る人が増加▶農作業の枯
れ草焼きなどが山林に飛び火―などです。
　たき火や野焼き、火入れをするときは、消防
署へ届け出が必要です。また、火入れは、市町
村長の許可が必要です。
　火災のほとんどは不注意から発生しています。
火の取り扱いには十分に注意しましょう。
◆山火事防止対策の重点
➊ 強風時や乾燥時に、▶たき火▶野焼き▶火
入れ▶火遊び―をしない

　➋ 燃え広がりやすい枯れ草などがある場所で、
たき火や野焼きをしない

角舘 樹角舘 樹君君
かくだて・いつき　田野畑小６年

夢はプロバスケットボール選手
得点につながるパスを出せる選手に ㉘
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消防だより 
Information from the fi re department

　　㉄消防田野畑分署（☎34-2100）

　➌ たき火や野焼きの場所を離れるときは、完
全に消火する

　➍ たき火や野焼きは一人で行わず、消火のた
めに、水などを用意する

　➎ 指定された場所で喫煙する。吸い殻は必ず
火が消えているか確認し、投げ捨てない

　僕はスポ少ミニバスでキャプテンをして
います。県大会出場を目指して、チームの
みんなで練習を頑張っています。
　バスケを始めたのは小学３年生。仲間と
協力して得点を決めるのがバスケの面白い
ところです。４月から最上級生として、下
級生がバスケを好きになるようなチームを
作っていきたいです。
　夢はプロバスケットボール選手になるこ
と。好きな選手は、NBAウオーリアーズ
のステフィン・カリー選手。スリーポイン
トシュートを決めて、仲間の得点につなが
るいいパスを出せる選手になりたいです。

●火入れ… 森林や森林の周囲１㌔の範囲内で、
▶立ち木▶雑草▶堆積物―などを
面的に焼却する行為。市町村長の
許可と消防への届け出が必要

●野焼き… 枯れ草や廃棄物を焼却する行為で、
原則禁止

　※ 農業や林業、漁業を営むためにやむを得ない焼却、
たき火など日常生活を営むうえで通常行われる軽微
なものは例外。事前に消防署への届け出が必要

火入れと野焼きに注意
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村食生活改善推進員が紹介。野菜を使った体に優しいおやつ

食改さんの健康レシピ 
Health recipes

●材料（直径 12㌢型１個分）
　ゴボウ……⅓～¼本　　米粉……½カップ
　薄力粉……½カップ
　ベーキングパウダー……小さじ１
　ココアパウダー…………大さじ１
　【A】オリーブ油……大さじ２
　【A】無調整豆乳……¼カップ
　【A】はちみつ……大さじ３

●作り方
➊… オーブンを 190℃に余熱しておく。ゴボウは

皮をそいで５㍉角に切り、水にさらしてアク
を抜き、水気をクッキングペーパーでしっか
り拭き取る

➋… ボウルに米粉と薄力粉、ベーキングパウダー、
ココアパウダーを合わせてふるう

➌ … ➋にゴボウと【A】を加えて切るように混ぜ、
粉っぽさがなくなったらクッキングシートを
しいた型に流し入れる

➍…190℃のオーブンで25分～30分焼く

食改さんからひと言…コロコロとした、ゴボウの食感が楽し
いおやつです。ゴボウには、腸内環境を整え、血糖値を下げ
る働きがある食物繊維が豊富。土が付いていて、太さが均一
でヒゲ根が少ないものがおすすめです。

ゴボウブラウニー
※エネルギー 103㌔㌍（⅑カット１切れ）

　　㉄健康福祉課（☎33-3210）

健康のとびら 　　㉄健康福祉課（☎33-3210）

　だんだん暖かく過ごしやすい季節になってき
ました。春になると、「たくさん寝たのに眠い」
「なんとなく調子が悪い」と感じることはあり
ませんか。
　寒い冬から暖かい春に変わるこの時季は、昼
と夜の温度差があります。この寒暖差に体がな
かなか追い付かず、さまざまな不調が現れます。
　体の不調を予防するためには、生活のリズム
を整えることが大切です。朝すっきりと目を覚
ますことから始めましょう。
　朝、布団から起き上がったら、カーテンを開
けて太陽の光を浴びましょう。体内時計が調整
され、頭をすっきりとさせることができます。
　寝る前に少しカーテンを開けて、室内に朝日
が入るようにしておくことも効果的。朝食を忘
れずに取ることも大切です。

目覚めすっきり！　寝たままできる簡単朝体操
●寝たままできる簡単朝体操
　【背伸び】
➊両手を頭の上で組みます
➋手のひらを外向きに返して背伸びをします
➌５秒数えて力を抜きます
※➊～➌を 3 回繰り返します

　【グーパー体操】
➊手と足の指を強く握りグーにします
➋指を思いっきり開いてパーにします
※➊～➋を 5 回繰り返します

① ②



火　災
（２月21日～３月20日）

火 災 の【今月】  　０件
発生件数【今年】　  ０件
無火災の連続記録
（３月20日現在） 122日

人口と世帯
３月１日現在 (　) は前月比

 人口　 3,192人（－ 4） 
　男　  1,597人（－ 4） 
　女　  1,595人（± 0） 
世帯  1,378世帯（－ 2）

　ストレス、不眠などで悩んで
いる人や自死遺族などの相談に
保健師が応じます。
◆日時…４月８日㈭
　　　　午前10時～正午　
◆ 場所…宮古地区合同庁舎（宮
古市五月町 1-20）

◆その他…前日までに要予約
◆ 申し込み・問い合わせ先…宮
古保健所（☎0193-64-2218）

自殺関連こころの相談●知  
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　国民年金には、所得が一定以
下の学生の保険料納付が猶予さ
れる「学生納付特例制度」があ
ります。
　猶予期間は４月から翌年３月
までの１年間。翌年度も在学予
定の人には、申請書を送付しま
す。引き続き猶予を希望する場
合は、再度申請が必要です。
　学生納付特例の期間は、将来
受け取る年金額には反映されま
せん。
◆ 申請窓口…村役場、宮古年金
事務所（宮古市太田 1-7-12）

◆ 用意するもの…➊在学証明書
（原本）、有効期限や学年の記
載された学生証のいずれか➋
印鑑➌基礎年金番号が分かる
もの

◆ その他…➊過去２年分までさ
かのぼって手続きが可能➋学
生納付特例期間中の保険料は、
10 年さかのぼって納付可能
➌学生納付特例期間は、障害
年金や遺族年金の受給資格期
間になります

◆ 問い合わせ先…宮古年金事務
所（☎0193-62-1963）、 生
活環境課（☎34-2114）

学生の保険料の納付を猶予●知  

　裁判所４月の広報テーマは
「裁判所の手続きや公正証書で
約束したお金の支払いを受けら
れずお困りの方のために」です。
　判決や調停、調書、公正証書
などの債務名義があれば、裁判
所の情報取得手続で相手（債務
者）の財産を調べることができ
ます。
　詳しくは、裁判所ホームペー
ジを確認してください。
◆ 問い合わせ先…盛岡地方裁判
所事務局（☎019-622-3342）

裁判所からのお知らせ●知  

　岩手、宮城、福島３県の沿岸
市町村が参加している、東北復
興宇宙ミッション2021。
　宇宙飛行士の野口聡一さんが
国際宇宙ステーションで読み上
げた、被災地からの感謝のメッ
セージが３月11日、全世界に配
信されました。
　YouTube「宇宙から世界へ、
ありがとう」で見ることができ
ます。
◆ 問い合わせ先…地域整備課
（☎34-2113）

宇宙から復興支援へ感謝伝える●知  

　北山崎断崖クルーズ観光船の
定期運航が始まります。
◆ 運航期間…４月24日㈯～11月
７日㈰

◆ 出航時間…▶午前８時40分、
▶10時30分、▶午後１時30分、
▶３時30分―の１日４便
※ 大型連休やお盆期間中は臨時便を

運航
◆ 乗船料…大人1,500円、小人
750円

◆ 問い合わせ先…北山崎断崖ク
ルーズ観光船発着所
　（☎33-2113）

観光船の定期運航を開始●知  

　盛岡財務事務所では、借入金
の返済に悩んでいる人、家族の
借入金で困ってる人からの相談
に応じています。電話での相談
も可能です。
◆日時…月曜～金曜日
午前８時30分～午後４時30分

◆ 場所…盛岡財務事務所（盛岡
市内丸7-25　盛岡合同庁舎）

◆その他…相談無料。秘密厳守
◆ 相談・問い合わせ先…盛岡財
務事務所（☎019-622-1637）

多重債務の相談窓口を設置●知  

◆日時…４月27日㈫
　　　　午後１時30分～
◆場所…村保健センター
◆ 対象…精神科や心療内科を受
診したことがない人。家族か
らの相談も受け付けます

◆申込期限…４月23日㈮
◆ 申し込み・問い合わせ先…宮
古保健所（☎0193-64-2218）、
健康福祉課（☎33-3102）

精神科医による面接相談●知  

◆日時…毎月１回木曜日
　午後１時30分～３時30分
◆  場所…県福祉総合相談センタ
　ー（盛岡市本町通 3-19-1）
◆ 対象…アルコールや薬物依存
などの問題を抱える人の家族

◆申込期限…４月15日㈭
◆ 申し込み・問い合わせ先…県
精神保健福祉センター

　（☎019-629-9617）

依存症家族教室を開催募



お知らせお知らせ ●知  いろいろなお知らせ

参加者などを募集中

　ストレスやひきこもり、うつ
状態、不眠や不安が続くなどの
相談に専門の医師が応じます。
◆日時…４月８日㈭
　　　　午後１時30分～
◆ 場所…宮古保健所
◆ 対象…精神科、心療内科を受
診したことがない人

◆申込期限…４月６日㈫
◆ 申し込み・問い合わせ先…宮
古保健所（☎0193-64-2218）

精神保健相談窓口を設置●知  

●募  

　さまざまな事情により、家庭
で生活を送ることができないな
ど、不安な日々を送る子どもが
います。
　里親制度は、そのような子ど
もが毎日を安心して生活できる
ように、家に迎え入れて養育す
る制度です。
　５、６月に里親になるための
研修会を開催予定。里親につい
て詳しく知りたいなど、少しで
も興味がある人は問い合わせて
ください。
◆ 問い合わせ先…宮古児童相談
所（☎0193-62-4059）

里親として子ども成長を応援●知  
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　４月18日は、「ヨイ歯の日」。
歯や口の中の健康に関する無料
電話相談「ヨイ歯デーテレフォ
ン相談」を実施します。
◆日時…４月19日㈪
　　　　午前10時～午後７時

※ 午後７時以降に歯科医師から相談
者に電話で回答

◆ 相談受付内容…歯、口に関す
る悩みについて

◆相談料…無料
◆ 電話相談…県保険医協会ヨイ
歯デーテレホン相談係
　（☎019-651-7341）

歯や口の悩み相談してください●知  

　４月からの国民年金保険料は、
月額 16,610 円です。
　保険料は１年または、６カ月
分をまとめて現金で前納すると
割り引きがあり、大変お得です。
　４月上旬に送付する納付案内
書に、前納用の納付書を同封し
ますので、利用してください。
◆ 問い合わせ先…宮古年金事務
所（☎0193-62-1963）

国民年金保険料は16,610円●知  

◆対象…60歳以上の人
◆勤務日…土、日、祝日
午前８時30分～午後５時30分
※４月上旬から 12 月下旬を予定

◆ 内容…マレットゴルフ場と明
戸キャンプ場の受け付けや、
マレットゴルフ管理棟の清掃
など

◆募集人数…２人
◆ 申し込み方法…電話で申し込
んでください

◆申込期限…４月20日㈫
◆ 申し込み・問い合わせ先…村
シルバー人材センター
　（☎33-2816）

シルバー人材の会員を募集

◆日時・場所
➊ 毎週月曜日　午前10時～午
後３時・宮古市総合福祉セ
ンター

➋ 毎週火曜日　午後１時～３
時・ジョブカフェ宮古（キャ
トル宮古５階）

➌ 毎月第３木曜日　午後10時
～正午・ハローワーク宮古

◆ 対象…介護の仕事に関心があ
る人や就労を希望する人

◆ 内容…▶仕事内容▶求人、求
職活動▶資格取得▶施設見学、
仕事体験―に関する相談

◆ その他…相談無料。履歴書不
要。相談は予約を優先します

◆ 予約・問い合わせ先…県福祉
人材センター宮古キャリア支
援員（☎080-8201-0199）

介護のしごと定期出張相談会●知  

　宮古市、山田町、岩泉町、田
野畑村が合同で、手話奉仕員養
成講座を開催します。
　手話を学び、地域に貢献して
みませんか。
◆ 日時…５月20日～令和４年
３月17日の間の木曜日（全
21回）

　午後１時30分～３時10分
※教科で時間が異なります

◆ 場所…イーストピアみやこ
（宮古市役所）

◆ 対象…田野畑村在住の18歳
以上

◆募集人数…10人程度
◆ 参加費…無料

※テキスト代 3,240円は村が補助
◆申込期限…４月16日㈮
◆ 申し込み・問い合わせ先…健
康福祉課（☎33-3102）

手話奉仕員養成講座を開催

　盛岡財務事務所では、学校や
学童クラブ、各団体の会合など
で、金融経済教育講座や金融詐
欺犯罪未然防止の出前講座を
行っています。
◆ 問い合わせ先…盛岡財務事務
所（☎019-625-3353）

金融経済教育などの出前講座●知  

募 募



新 刊 紹 介

とっています
市原 淳　著

【児童書】
いちばん美しい季節に行きたい
日本の絶景365日

TABIZINE　著

【一般書】

　お相撲さんが相撲を「とってい
ます」。その後バランスを「とっ
ています」。続いて写真を「とっ
ています」。どれも同じ「とって
います」だけど、何かが違うよ、
とっても楽しい「とっています」。
大人気絵本「もいもい」の作家が
描く、同音異義語×ナンセンス。

　日本全国の美しい景色を見るの
に一番おすすめの時期を、365日
に分けて紹介します。桜や紅葉の
名所から、手つかずの自然が残さ
れた秘境まで、「日本にもこんな
絶景があったのか」と驚きと感動
が詰まった絶景写真集。
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同
じ
よ
う
に
、
子

牛
を
産
ん
で
初
め
て
乳
を
出
し
ま

す
。
出
産
時
に
は
母
体
を
削
っ
て

子
ど
も
を
産
む
た
め
、
初
め
て
の

搾
乳
時
は
少
し
落
ち
着
き
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　
搾
り
方
が
普
段
と
違
え
ば
、
驚

い
た
牛
か
ら
愛
の
ム
チ
を
頂
く
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
訓
練

し
て
い
け
ば
、
母
牛
も
慣
れ
、
搾

乳
時
は
お
と
な
し
く
な
り
ま
す
。

　
お
と
な
し
く
絞
ら
れ
て
い
る
牛

を
見
る
と
、
訓
練
さ
れ
て
き
て
い

る
ん
だ
な
と
深
く
心
に
感
じ
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　
牛
乳
は
昔
、
薬
用
や
高
級
滋
養

品
な
ど
と
し
て
、
と
て
も
貴
重

だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
普

段
口
に
し
て
い
る
牛
乳
に
も
深
い

歴
史
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
皆

さ
ん
に
伝
え
て
い
け
れ
ば
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
気

温
差
が
激
し
い
季
節
で
す
が
、
牛

乳
を
飲
ん
で
健
康
第
一
で
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

牛
と
一
緒
に
訓
練
し
て
い
ま
す

トラクターを運転する中野渡和也さん

○
卒
業
式
で
感
じ
た
子
ど
も
た
ち
の
成
長

村
長
コ
ラ
ム
第78回

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
制
限
さ
れ
、
普

段
の
よ
う
に
学
校
生
活
を
送
れ
な
い
中
で
、

児
童
生
徒
が
で
き
る
こ
と
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
き
た
こ
と
が
随
所
に
感
じ
ら
れ
る

卒
業
式
で
し
た
。

　
田
野
畑
中
の
卒
業
式
で
配
ら
れ
た
学
校

だ
よ
り
に
は
、「
自
分
の
考
え
を
言
葉
に

で
き
る
中
学
生
に
初
め
て
出
会
っ
た
」
な

ど
の
声
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
全
校

合
唱
で
は「
幸
せ
」と
い
う
曲
を
歌
い
、「
誰

も
が
一
人
じ
ゃ
な
く
愛
さ
れ
て
生
き
て
い

る
か
ら
辛
く
て
も
頑
張
れ
る
強
さ
を
持
つ

こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
素
晴
ら
し
い
合

唱
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
が

感
極
ま
っ
て
頬
を
伝
う
涙
に
、
全
て
が
凝

縮
さ
れ
て
い
る
と
も
感
じ
ま
し
た
。

　
田
野
畑
小
の
卒
業
式
で
は
、
門
出
の
言

葉
に
、
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て

入
学
し
て
か
ら
、
６
年
間
で
そ
の
ラ
ン
ド

セ
ル
が
窮
屈
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
成
長

し
た
こ
と
や
、
た
く
さ
ん
感
謝
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　
地
域
の
人
た
ち
が
、
皆
さ
ん
の
こ
と
を

支
え
て
い
ま
す
。
自
分
を
信
じ
て
夢
に
向

か
っ
て
歩
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
田
野
畑
村
長
　
石
原
　
弘



「田野畑むらづくり基金」への寄付状況
（３月20日現在）

寄付金総額 7089万7008円
1043件（村内136件、県内223件、県外684件）

取り崩し額 　　1929万9597円　　
基金残額

( 運用益を含む） 5167万4662円
「田野畑むらづくり基金」の申し込み・問い合わせは、村ホームページを
ご覧いただくか、政策推進課（☎34-2111　内線61）までご連絡ください。

おめでた　　 おくやみ

※ この欄に掲載してほしくない人は、届け出
　のとき、戸籍係の窓口に申し出てください

〔令和３年２月届け出分〕
（一部敬称略）

● 健やかに　～誕生～
　畠　山　唯　芯（いっしん）くん
　　　　俊介・楓　　　　 西和野

■安らかに　～お悔やみ～
　牧　原　繁　富（94） 大　芦
　畠　山　シ　オ（97） 羅　賀
　 

問題の答えをはがきに書いて、
役場政策推進課に４月15日まで
にお送りください。正解者の中
から抽選で３名様に、タノくん
キーホルダーが当たります。

Ｑ  ３月11日、村が開催した東日
本大震災追悼式の会場を訪れ
たのは何人？

　Ａ）　153人
　Ｂ）　175人
　Ｃ）　193人

■前号（３月号）の正解
Ｑ→ C

■先月当選者
　藤原 滿代さん（田野畑）

佐藤 林平さん（猿山）
　佐藤 周一さん（岩泉町）

役立ちカレンダー　　　　期間：４月１日㈭～４月30日㈮
月　日 行　事 場　所 時間 問い合わせ先

４月
４日 ㈰ 田野畑中学校入学式 田野畑中学校体育館 9:30～10:40 田野畑中学校（☎34-2301）

７日 ㈭ 田野畑小学校入学式 田野畑小学校体育館 10:00～10:40 田野畑小学校（☎34-2050）

22日 ㈭ 道の駅たのはた「思惟の風」
グランドオープン 道の駅たのはた 11:00 ～

政策推進課まち
づくりグランド
デザイン推進室

役場(代表)☎34-2111 ／総務課税務会計班☎34-2112 ／地域整備課☎34-2113 ／生活環境課☎34-2114
教育委員会☎34-2226 ／ 医科診療所☎33-3101 ／ 歯科診療所☎33-3100 ／ 健康福祉課☎33-3102
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行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
な

ど
が
行
う
仕
事
に
つ
い
て
、
意

見
や
苦
情
を
受
け
付
け
、
助
言

や
関
係
機
関
へ
の
通
知
な
ど
、

皆
さ
ん
の
声
を
行
政
運
営
の
改

善
に
役
立
て
る
仕
事
を
無
報
酬

で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
聞
き
た
い
こ
と
や
困
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
が
あ
る
と
き
は
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
︙
総
務
課

　
︵
☎
34

－

２
１
１
１
︶

行
政
が
行
う
仕
事
な
ど
の
困
り
ご
と
は

行
政
相
談
委
員
に
相
談
を

　
村
の
行
政
相
談
委
員
に
、
熊

谷
勤い
そ

己み

さ
ん
︵
58
︶
=
田
代
=

が
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
、
４
月
１
日
か

ら
２
年
間
で
す
。

行政相談員の熊谷勤己さん
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３月、巣立ちの春―。田野畑中（石川健
けん
校長、生徒77人）と田野畑小（堀切茂

しげ

行
ゆき
校長、児童150人）の卒業式、たのはた児童館（横田千

ち
穂
ほ
子
こ
館長、園児27人）

と若桐保育園（有谷悦
えつ
子
こ
園長、園児44人）の卒園式がそれぞれ行われました。

３
月
13
日　
田
野
畑
中
卒
業
式︵
卒
業
生
24
人
︶

３
月
17
日　
た
の
は
た
児
童
館
卒
園
式︵
卒
園
児
７
人
︶
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忘れない。ここで君と過ごした時間

３
月
18
日　
田
野
畑
小
卒
業
式︵
卒
業
生
34
人
︶

３
月
19
日　
若
桐
保
育
園
卒
園
式︵
卒
園
児
９
人
︶
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３
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４
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１
日

№
649

広報田野畑を広報田野畑を
スマホにお届けスマホにお届け

公式公式
YouTubeYouTube

成長の記念に、お子さんの写真を掲載しませんか。対象は村内に住所がある１～３歳くらいのお子さん。かわいい笑顔で、村の皆さんに元気を届けてください。　掲載を希望する人は、役場政策推進課広報担当（☎34-2111　内線65）まで連絡をお願いします。掲載希望者が多数の場合は、初掲載のお子さんを優先します。

広
報
田
野
畑

251

阿部 創
そう
太
た
くん（１歳７カ月）

貴之さん・諒子さん＝島越＝

お母さんからのひとこと

　歌とダンス、お散歩が大好き。お姉
ちゃんたちと遊ぶことも大好きです。
　性格は、何事にも全力。いつも全力
で笑って、全力で泣いています。元気
で思いやりのある人になってね。

165
★仕事は？
　 　３月１日から、NPO法人体験村・たの
はたネットワークで働いています。多彩な
体験プログラムを勉強中です。

★やりがいは？
　 　地域の皆さんと協力して、地域活性化に
携われることにやりがいを感じています。

★休日は何をしていますか？
　 　まき割りやサウナ、みちのく潮風トレイ
ルの散策などをしています。

★理想のタイプは？
　　やさしい人です。　
★今後、挑戦したいことは？
　 　青森県八戸市から福島県南相馬市まで
の、みちのく潮風トレイルの全エリア踏破
に挑戦したいと思っています。

★最後に一言お願いします！
　 　明るく、元気に、そして楽しく頑張って
いきたいと思います。皆さんどうぞよろし
くお願いします。

街角インタビュー　がんばってます 188

埜
の

﨑
ざき

一
か ず

茂
し げ

さん（46）＝宮古市＝
の ざき か ず し げ

公式公式
InstagramInstagram

公式公式
FacebookFacebook

▼
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
震
災
で
犠
牲
に
な

ら
れ
た
方
々
に
あ
ら
た
め
て
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
す
▼
４
月
号
も
た

く
さ
ん
の
人
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
、
無
事
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
大
切
な
家
族
や
友
人
を

失
っ
た
人
、
思
い
出
の
詰
ま
っ
た

財
産
を
失
っ
た
人
、
被
災
者
に
寄

り
添
い
支
援
し
た
人
な
ど
、
震
災

か
ら
の
10
年
間
に
は
、
皆
さ
ん
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
取
材
を
す
る
中
で
感
じ
た

こ
と
は
、
海
そ
し
て
田
野
畑
村
を

皆
さ
ん
が
好
き
な
ん
だ
な
ぁ
と
い

う
こ
と
。
平
成
28
年
の
４
月
に
広

報
担
当
に
な
っ
て
か
ら
５
年
、
震

災
か
ら
の
10
年
の
お
よ
そ
半
分
を

取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

前
を
向
い
て
復
興
に
向
か
う
村
の

姿
を
記
録
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
▼
４
月
か

ら
担
当
が
変
わ
り
そ
う
な
感
じ
の

文
章
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

広
報
担
当
６
年
目
が
ス
タ
ー
ト
。

皆
さ
ん
が
主
役
の
広
報
紙
。
こ
れ

か
ら
も
取
材
へ
の
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。「
地
区
で
こ

ん
な
ご
ど
や
る
よ
」「
こ
ん
な
人

が
い
ん
だ
ど
も
」
な
ど
、
お
気
軽

に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
政
策
推
進
課　
佐
々
木　
歩
）


